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平成２４年第３回立科町定例議会会議録 

 

 

１．招集年月日 平成２４年９月 7 日（金曜） 

１．招集の場所 立科町議会議場 

１．開会    午前１０時 宣告 

１．応招議員 

    1 番 榎本 真弓    ２番 森本 信明   ３番 小宮山 正儀 

    4 番 土屋 春江    ５番  西 藤 努   ６番 田中  三江 

    ７番  山浦 妙子    ８番  小池美佐江  ９番 箕輪 修二 

１０番 宮下 典幸  １１番 橋 本 昭  １２番 滝沢寿美雄 

 

 

１．不応招議員  な し 

１．出席議員   １２名 

１．欠席議員   なし 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職・氏名 

  町長 小宮山和幸  副町長 森澤光則   教育長 塩沢勝巳 

  総務課長 笹井茂  町づくり推進課長  笹井恒翁 

町民課福祉係長 山浦美佐子    農林課長 中澤文雄   建設課長 荻原邦久 

 教育次長  笹井伸一郎    観光課長 岩下弘幸  

ハートフルケアたてしな所長 佐藤繁信  会計室長 真瀬垣妙子 

代表監査委員 市川 泉 庶務係長  長坂徳三  

 

１．本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

  議会事務局長 今井民夫     書記 伊藤百合子 

 

 

 

 

散会   午後２時 52 分 
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（午前10時00分 開会） 

 

議長（滝沢寿美雄君）おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 報告します。羽場町民課長より、葬儀のため欠席の届出が出ています。かわりに山浦係長が出

席します。 

 本日の会議において、蓼科ケーブルビジョンの取材撮影を、終日、議会固定カメラより撮影す

ることを許可してあります。 

 議事日程の説明を願います。今井事務局長。 

 

事務局長（今井民夫君）    －－－議事日程朗読－－－ 

 平成24年第３回立科町議会定例会議事日程第１号 

 平成24年９月７日 金曜 午前10時開議 

 第１ 一般質問 

 以上です。 

 

◎日程第１ 一般質問 

議長（滝沢寿美雄君）日程第１ 一般質問を行います。 

 本日の一般質問は、４人の議員が行います。 

 最初に、５番、西藤努君の発言を許します。 

 件名は １．第４次後期振興計画実施の進捗、評価、公表 

     ２．若者定住促進について 

 質問席から願います。 

 

〈５番 西藤 努君 登壇〉 

５番（西藤 努君）おはようございます。５番、西藤努です。通告順に従いまして、一般質問を行いま

す。 

 第１の質問につきまして、４つの質問をしておりますので、１問ずつご答弁いただきたいなと

思いますので、お願いします。 

 まず、第１に、第４次後期振興基本計画の進捗、評価、公表について質問いたします。 

 立科町長期振興計画は、第４次として、平成17年から平成26年までの10年間について、当

町の歩む姿を、進む姿を包括的、総合的、横断的にとらえた中で、基本構想、基本計画、実施計

画を体系的に策定したものであり、行政部門全般にわたる当町最上位の計画書であります。また、

種々ある個別的計画は、施策をより詳細に具体化し、一定期間の中で振興計画と整合性を持って

進行している計画と認識しておるものです。基本計画と実施計画はセットであり、個別施策が密

接に結びついて執行され、基本計画は５年程度でローリング、個別施策は毎年ローリング、３年

経過で全体見直しを行い、施策に反映しているものと理解しているところです。 
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 平成 22年より後期計画が進行していることから、経年経過、評価も含め、今年度施策は、中

間ではありますが、４点についてお伺いします。 

 まず、１番として、本構想における施策実施計画の現状と進捗、達成について、現時点での評

価をどのようにお持ちか、お伺いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）ただいまの質問に対し、答弁を求めます。小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）おはようございます。お答えします。 

 昨年は、東日本大震災、またそれに起因します原子力発電所の事故によりまして、町民の生活

も町の行政にも大きな影響を及ぼしました。 

 第４次長期振興計画につきましては、平成17年度からの10年間の基本構想、５年ごとの基本

計画を定めたものであり、町の進むべき方向並びに柱を示した町の羅針盤であります。また、知

恵と熱意と発想によりまして、官民一体で環境を守り、産業経済の発展を測りつつ、健康で文化

的な生活が営めるよう、住民福祉の向上を目指すものでございます。 

 まず、最初に、現状の進捗と年度達成の評価というご質問でございます。 

 具体的事業を盛り込みました実施計画を毎年度見直しをし、事業の実績及び改善点などを事業

担当課において評価をしております。その後、次年度以降の３カ年の計画を策定し、予算編成に

反映をしております。実施計画に沿いつつ、その時点の状況に応じた対応としておりまして、ほ

ぼ計画に沿った進捗で、評価は良と考えております。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）ただいま進捗評価につきましては、良ということで、通知票で言えば４ということ

で、非常にいいのかなと思います。 

 昨年というか、きのうの町長の事務評価の中で、きのうじゃないですか、おおむね昨年度の事

業、これは決算を迎えまして、達成できたというのが自己評価しております。見直しして、また

新たに事業に反映した部分も入れた、結果としておおむね達成できたということで、そういうこ

とということで評価しています。 

 実際には、先送りした事業というのもあるはずです。向こう３年間の実施計画の中で達成を目

指していけばいいことではありますが、本年度、半年経過ということで、今の段階で評価するの

はちょっと難しいかなと思うんですが、半年ですが、今のところの評価ということで、進捗の部

分、町長はどのように判断しているか、お伺いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）先ほど、良とお答えしました。今、ちょっとおっしゃいますが、通知書でいく４

じゃなくて、優良可の真ん中の良でございますの 

で間違わないように。 

 今年度の進捗でありますけれども、４月からスタートいたしまして、逐次順調な事業の実施に

努めているところですけれども、そのいろんな議論を重ねながら進めていかなければいけない事

例もたくさんございますので、今の時点での評価というのはちょっと出しにくいんですが、今の
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ところは、今は盛んに議論をしているところですので、本当の意味での評価はこれからですけれ

ども、進みぐあいは今のところ順調ですかね、と思います。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）非常に職員は優秀でございますから、順調であると思っていますし、本当に信頼で

きる職員の皆さんですから、町長も安心して事業は任せておけるのかなと思います。 

 ２件の進捗をお聞きしたいんです。 

 まず、基本計画の中に、実施計画もセットで動いていますから、その中で３点ほど、ちょっと

気になる部分がありまして、まず複合施設の部分が載っておるわけでございます。検討というこ

とでございますので、この辺の検討がされているのか、どうなのかという状況をお聞きしたいと

思います。 

 それから、ふるさと交流館も、紆余曲折あって、いろんな話も出ていたんですが、現状、今は

小学校の子供たちの作品展等、やってはいたんですが、この辺の検討状況、この２点の部分、ち

ょっとお願いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）複合施設というのは、具体的に何でしょうか。 

５番（西藤 努君）中央公民館のことだと、私は思っています。中央公民館を建てかえることですか。 

町長（小宮山和幸君）最初に、複合施設ということですので、中央公民館の建てかえということでおっ

しゃいましたんで、お話をさせていただきますけれども、夢とすれば、耐震の強度も問題もござ

いますし、それから手狭と、図書館等も併設しておりますので、図書室も併設していますけれど

も、手狭ということで物足りなさは感じておりますので、将来はそういった建てかえも視野に入

れて検討していかなければいけないなという思いはしておりますけれども、実は今現在、立科町、

私が見る限りですけれども、一番喫緊な施設整備あるいは施策の展開は保育園であったり高齢化

によります福祉の問題を解決したりというようなこと、それから人口増に関する施策等を優先し

ておりますので、今の段階は中央公民館等については夢の段階でありまして、実際にはまだこう

いう構想だというようなところには至っておりませんし、また町民の皆様にもそういったような

ことは発言をしておりません。 

 それから、ふるさと交流館、芦田宿の交流館、これにつきましては、２年前ですか、交流館の

使い方について、あり方の検討をしていただきまして、答申をいただいております。その中には、

常設の展示館、展示のようなものを加えて、しかも常駐した人がそこで事業をしながらという条

件をつけられての有効利用を答申をいただいております。 

 その意味で、実はその答申を踏まえて、一番適任の事業者であろうということで、商工会のほ

うに打診をしております。その後、話し合いを、１年ほどお話をしているんですが、その条件的

に、双方の折り合いというか、接点がなかなか見出せない状態でございます。そんな中で、そう

長くはほうっておけない事例でございますので、今現在の進みぐあいは、改めて町としてこうい

うような形で商工会さんに使っていただけるだろうかという、こちら側から具体的なものを持っ

て説明しようというふうに考えております。また、そのための資料づくりといいますか、調査も
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行う予定でございます。ですから、その調査の結果をもって、再度商工会さんのほうと話し合い

をしてまいりたいというふうに思っているところでございます。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）複合施設、中央公民館の建てかえなんですが、これは夢という町長の答弁でござい

ますが、夢はいいじゃないですかね。夢というのはお互いにいろんなことを想像できますし。 

 ただ、やっぱりあの施設を、今大型の事業をやっているところは皆さん、知っていますので、

だけどやっぱりあの部分がもっと使い勝手がいいというか、集まる場所としてふさわしい、その

場所になってほしい、したいというようなことも聞いていますので、将来的で結構ですが、緊急

の課題をもちろん優先ですので、なるべく早くというか、なるべく早く建設のほうに行けるよう

な形で、財政関係を研究してもらいたいと思います。 

 それから、もう１点、施策の中で、子育て支援の充実施策という部分で、ひとつ、提案という

ような形になると思いますが、町長にお話しするんですが、町長は立科教育の推進ということで

挙げております。現在、各小・中・高も、その具体案づくりに取り組んでいるというふうにちょ

っとお聞きしております。大変だとは言ってはいるようですが、聞いております。 

 その中でも、保育園も、今同じ要素に、ここに組み込んでいると思いますけれども、連携とい

う部分では、小・中・高という３つの部分でやっていますので、ちょっとまた違うとらえ方をし

ているのかなと思いますが、教育的要素を入れていますので、町長の理念に幼児期の人間形成の

基礎を養う大事な時期というふうに明確にうたっておりますので、幼児期というのは遊びですよ

ね。遊びの中で心身が発達するということで、新保育園開所に合わせて、町長と園児が遊ぶ時間

というのを設けてもらいたいなと思うんです。 

 これは、意外に、町長はあまり行かないような話も聞いているんですが、もう一つになります

ので、行って、園児と触れ合って、やっぱりまた大きくなったら帰っておいでとか何とかと、し

つけじゃないんですが、そのような話をしながら、ぜひ理事者が必ず３カ月か半年に１回ぐらい

は行って遊んでもらいたいと。もっとあってもいいんですが、多分保護者や園児にとっては、結

果としては、すごくいい結果になるのかなと思いますので、あまり深く考えずに、遊びという部

分で、遊びで育てるということで、町長が先頭に立ってこういうふうにやってもらいたいなと思

いますので、どうでしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）子育て支援の中で、立科教育ということもお話しさせてもらっていますけれども、

その中には３年前に保育園も教育委員会に移管をした、そこからスタートになるんですけれども、

保育園も１つの子供を育てるための大きな町の、保育園、小学校、中学校、高校までの範囲を考

えておりますので、そういった意味では、決して保育園を別に考えているということではござい

ません。 

 それから、ご指摘のように、町長が園児となかなか触れ合ってないという話なんですが、これ

は意図的に行かないようにしているわけじゃなくて、時間がとれれば、またできるだけ多く行き

たいと思っておりますが、できるだけの配慮はしていきますけれども、園児と遊ぶこと自体とい
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うふうにとらえずに、機会があったら増やしていきたいというふうに思っています。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）町長、機会があったらということですが、あまり行きたくないみたいですね。 

町長（小宮山和幸君）そんなことないですよ。 

５番（西藤 努君）一回やってみてください。それで、あとはまた町長の判断で。 

 一応教育委員会に移管になっていますので、教育的な部分で、町長はちょっと足を踏み入れら

れないかなというような感じもしたんですが、あれは子育て施設で、保育施設ですので、管轄も

違うし、教育委員会の管轄にはなっているけれども、実際には町で設置している部分ですので、

法的には触れないと思いますので、これはまた町長、行きましたら、ぜひお教えください。お願

いします。 

 次に入ります。 

 まず、２番としまして、社会情勢の変化、財政上の変化は常に起こっているわけで、施策への

影響は必然的にあるものだと思っております。現状、施策への見直し項目とか追加施策項目等、

どのような状況になっているか、どのような対応になっているか、ちょっと伺います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）質問の範囲がちょっと不明でありますけれども、振興計画並びに今年度の事業計

画についてなんですが、見直し項目あるいは追加項目はあるのかという質問でありますが、当初

計画の計画の中で、現在推進しております。そんなことで、具体的方策についての見直しあるい

は追加は、今のところはございません。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）個別施策は、毎年ローリングして、評価としております。膨大な事務量であると思

っております。見直しは、当初計画に沿ってやっているということで、今は行わないと、行って

はいないということですが、これは３年に見直しするということになっていますので、やはりそ

れが本年度になるのかと思いますので、またそこで見直し等は、項目的なものがあったら、また

後で教えていただければと思います。 

 職員の皆さんには、やはり事務量が増えると、ただの繁忙感に押されて、仕事の魅力というも

のが低下しちゃうんじゃないかということも言われるわけです。そこにもってきて人員が減って

くると、それでまたそこに、もちろん事務量の増加で、三重苦なんて言われているぐらいで、改

革的な疲れが出ちゃうかなと、そういうことを言っている人もいますので、この辺は見直しの部

分でしっかりと検討していただきまして、これらも含めて見直し業務に入るというふうにしてい

ただきたいと思います。 

 ２番については結構です。 

 ３番に質問に入りたいと思います。 

 第４次振興計画は、平成26年に終了になるということで、策定に対して、当時全世帯にアン

ケートをとったと思います。回収率が 74％ということで、非常に高率であります。また、個別
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施策については、その後、計画されたもので、職員は一生懸命やっていることでありますが、事

業実績評価というものも毎年やっていますので、例えば10年間、５年間等で積み上がっている

ものがあるはずです。一応、その４次が１つの区切りとなるまでには、まだ期間的には２年半ほ

どあるわけですが、集大成としての公表の会議があるとするんであれば、今から準備しなきゃ間

に合わないかなと思います。住民アンケート等に協力もいただいておりますので、報告はしなき

ゃいけないんだろうと思います。計画終了に伴って、その評価表作成ということと、それからそ

の公表についてどのようなお考えを持っているか、お伺いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）第５次の計画を策定をするということになるんですけれども、それにつきまして

は、当然のことながら、第４次の計画の検証あるいは評価、こうしたものが必要でございますの

で、名称は評価書になりますか、どういう形になるかはちょっと今のところお答えはできません

けれども、いずれにしても公表はしてまいります。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）いずれにしても、公表ということで、こういうものは公表しなきゃいけないという

ことだと思いますので、いいと思いますが、１つ、私が非常にうまくできているなと感心したの

は、青木村さんの評価の公表です。これには、今こうやって見ますと、アンケート結果があって、

アンケート結果が、その施策をアンケートしていますから、それを載っけて、魅力あるとか少し

魅力あるとか変わらない、なくなったとかわからないというような項目で載せて、その次に施策

名が入っていますね。それで、アンケート結果の概要で人数が入っています。それで、その下に

村の自己評価が入っていまして、これは自己評価ですね、それを４項目に、大変進んでいると、

大体進んでいる、ややおくれている、非常におくれているという部分で、正直にその事業の施策

の評価をあらわしていると。それでそれに対して課題と今後の取り組み方針ということを載せて、

公表しているわけです。 

 公表の仕方は、町長がこれから考えると言っておりますが、アンケートというのは、皆さん協

力していますので、やはりアンケートの結果に対して、その要望とか、それに対して、実際はそ

の施策がどうなんだというような比較をしながらのわかりやすいのをちょっと研究してもらっ

て、お願いしたいと思います。 

 それでは、１番の質問の最後、５番ということで質問させていただくことにいたします。④と

いたしまして、第５次の長期振興計画策定にかかわるプロジェクト構想についてです。 

 第４次策定期間は１年６カ月以上、かかっております。公表されてから、既に内部検討ももち

ろんあるわけですから、そうすると約２年間ぐらい構想というか、検討時間・期間があったのか

なと思います。２年というと、もうすぐ、２年半しか今期間がありませんので、わずかというこ

とです。それで、これは自治体にとって、最も膨大なエネルギーを使うというふうに言われてお

りますので、やはりその辺、早め早めの対応をお願いできたらなと思います。 

 当時、17 年と違ったところは、やはり町長が町政をされてから、協働という部分を非常に打

ち出されております。近年は、当町も住民と行政との協働の関係が進んでいると私は思っており



 8

ますので、協働を前提として、初めて計画された所期の目的というものが達成される範囲が拡充

されているんじゃないかなというふうに考えます。協働の高まりというものが、自治体における

計画策定に重要性と意義を持つとの観点から、かかわるプロジェクト構想をどのようにお考えで

いるのか、お聞きしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）最初のお答えの中にも、こうした振興計画は町が進めていく１つの羅針盤だとい

うお話をさせていただきました。 

 そういう意味で、今回、これから策定に入ります第５次の振興計画の策定に関するプロジェク

ト構想というお話ですので、お答えしますんですが、これはやはり町民の皆さんの大きな意向と

いうものが大きく左右するんだろうというふうに思いますので、まずは町民の皆さんのアンケー

トもしくは意向の調査をしなければならない、そしてそれらの分析の結果として方向を見出して

いくというのが基本になろうかと思います。 

 その中で、策定委員会の公募でありますとか公聴会、これは皆さんのご意見を直接聞くような

場面、それからパブリックコメントなど、そういったことを実施した上で、審議会の開催をして、

それで最終的には策定にまとめていきたいというふうに思っています。 

 今、町づくりのほうでは、町民のアンケートあるいは意向調査については、年度内ぐらいには

やりたいというふうな方向を進めているようでございます。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）年度内アンケートで、要するに準備が始まるというふうにとらえておりますので、

着々と町民の皆さんの意見が最大限反映されますように、しっかりと計画を進めていただきた

いと思います。 

 ちょっと話が変わるかもわかりませんが、来年度、新規事業というのが、もちろん町長は思い

があると思うんです。来年度ですね。まだちょっと９月の段階で。それでも、やはり予算編成、

もう12月、10月ぐらいからぼちぼち各課では入っていくと思いますので、この新規事業を各課

なり町長なり等が考えた場合に、その事業を、今は、今のやり方を見ていますと、内部で事業を

ある程度確定的なものにして進めているんじゃないかなと思うんです。その事業の段階で、町民

に意見を求めるという形はとってないと思うんですよ。 

 それで、１つこれはよそさんのことで、本当に申しわけないんですが、佐久市は今年度、新年

度に向けて、向こう３年間で実施する事業について、12 の事業を選んだということで、意見募

集をしているわけです。それで、それらを参考にして、実施計画の策定に反映していくというふ

うな手法をとっております。住民の皆さんに直接関係する事業ですので、やはりでき得れば町民

の皆さんの意見ということで、公表して、パブコメでもいいですし、また、例えば区長、部落長

の組織を使ってもいいんですが、やはり住民参加でその事業を決めて進めていくんだというのが、

ちょっと来年度についてはそういう形をとってほしいなと、してみたらどうだろうなと思います

が、町長はその辺はいかがでしょうか。 
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議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）新年度の事業については、当然これから議会が終わりますと、そろそろ新年度の

事業ということで計画を立て始めるんですけれども、それらのもとになるのは、区長会、部落長

さん方の懇談会がございますし、それから平生もいろんなご意見を伺っております。もちろん、

こうした議会の皆さん方のご意見も伺うわけですけれども、そういったことであるラインをつく

りましてやるんですが、先ほど、今例に挙げられました佐久市の手法については、私自身も注目

はしているんですが、非常にそれも何とも賛成も反対もしにくい部分があります。 

 佐久市の例でいきますと、何百、1,000 に近いぐらいの事業があるんですよ。その中で 10 項

目ぐらいの事業をピックアップして、これは皆さんどうですかとご意見を聞いているだけで、そ

この部分のところが、例えばこの立科町だったって、かなり数の多い事業、それを全部つまびら

かにして皆さんに聞いてやるというんじゃなくて、ある程度任された、議会の皆さんや私たちも

そうですけれども、そういうところで吟味した上で進めていくというやり方が、どこでもやって

いるんですけれども、事業の、これはやったらいいかどうかなというものを、全部が全部そうい

うふうにはならないんですが、佐久市のやり方については、ちょっと最近始まっていますので、

注目はしていますが、何ともまだ評価的には、私はまだ持っておりません。 

 いずれにしても、町民の皆さんのご意見を伺う、こうしたアンケートですとか意向調査のよう

なものが反映されていくというふうに考えておりますので、それと毎年ローリングしていきます

ので、そういった意味での、その町民の皆さんの声は反映されているというふうに思っておりま

す。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）では、ここにつきましては、あと１つで終わりたいと思います。 

 町長、その新規事業の決定の仕方というか、決定方法について、今答弁いただいたんですが、

やはりこれは新規事業、特に直接的に住民に関係するようなものが出れば、非常に住民サイドと

すれば、それが、例えば暮らしとか、そういうものにいい影響が出ると、安心につながるんだと

いうものになれば、そういうものは町長みずからもっと目玉として宣伝してもいいんじゃないか

と思うんですよ。 

 こういうふうにやりますよって、特に目玉としてやるものは、やはり町長ももちろんそうです

し、職員もそのときは士気が高いんですよね。じゃやるかと、それで評価が乗っかれば、またそ

こで士気が上がっていくんです。そういう手法を使って、どっちかというと、職員の皆さん、わ

りかし周囲から風当たりが強いんですよね。強いのを、そういう見える形で、パフォーマンスと

言っちゃちょっといけないんですが、やはり士気を高めてやる気を喚起するということも、部下

を統率している町長というような立場の中では、やはりそこら辺も町長の手腕として、職員をお

だてるんじゃないんですが、こういうことに対して、本当に強いやる気でやってもらわなきゃい

けないので、そういうのを町民の皆さんに見てもらう、伝えるというような場面もあってもいい

のかなと思うんですが、その辺どうでしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 
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町長（小宮山和幸君）今、そういった新規事業も含めてですが、新規事業は、特に町民の声が大きいも

のが新規事業になります。もちろん、声のないものにやたらにお金をかけるわけじゃありません

から、事業そのものは声の上がっているものが事業として上がってくるというふうにとらえてい

ただきたいと思います。 

 そうしたことを公表、公表というか、公聴的に広報的にできるだけたくさんやったかどうかと

いうことでございます。議員さんのご指摘のように、広報的に不足しているということでご指摘

であれば、今後はそういったことをできる媒体を使いながら、公に報じていきたいというふうに

思います。ありがとうございます。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）それでは、第２番目の質問に入りたいと思います。若者定住促進についてというこ

とで質問いたします。 

 総務省が５年に一度行っている平成22年度国勢調査結果の公表では、全国1,728 市町村のう

ち、77％の1,329 市町村が人口が減少でありました。県人口も、平成23年度8,000 人以上の減

少であり、10年連続で減少が続いているということです。 

 当町も同様であり、平成23年度状況は、出生33人、出生数を引いた自然動態で96人のマイ

ナス、転入・転出の社会動態で20人のマイナスということであります。新年度が始まる本年４

月人口は。7,868 人でスタートしたという形になっております。平成 17 年の国勢調査から平成

22 年度、５年間の人口減少は 530 人であります。毎年、約 100 人前後が減少している状況だと

思っております。 

 活力を維持し、住みやすいバランスのとれた地域社会を構築し、将来に向かって持続するには、

一定の人口規模が不可欠と言われております。ある人口推移調査における当町の推移は、５年単

位で６から７％、年400人以上の減少を想定しております。次の国勢調査の2015年から20年後

の2035年、20年後は5,500人の人口として想定しております。 

 日本人口が減少していく状況、また自治体間の格差が拡がると言われる中で、人口増対策に苦

心している自治体が大変多いわけです。当町も、住宅造成、子育て支援施策等々、取り組みに対

して、町長はすべての施策が人口増につながっているんだというふうにおっしゃっておりますが、

さらに施策拡充の観点から、４点の質問をいたします。 

 １番としまして、人口増加、減小率縮小の新規施策の変えはどのようにお持ちでしょうか。現

状の施策だけでは、減少の歯どめには大変苦しい状況であります。国勢調査、人口推移調査、新

たな施策の取り組みを提起していると考えますが、いかがでしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）それでは、お答えします。 

 当町では、長期振興計画に沿いまして、人口増を目指した取り組み、産業の活性化、経営的視

点での行政運営を柱といたしましての町政運営を、今推進しているところでございます。 

 この人口減に歯どめをかけて、立科町を後世まで存続をさせ、住みよい町、あるいは住んでみ

たい町づくりに取り組んでいるところでありますが、ご質問です。人口増、人口の増加、減少率
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縮小の新たな施策の考えはとのことでございます。 

 これは、何と申しましても、我々の、この立科町の魅力を高めて、安心で安全な町づくりに努

めること、それから立科ブランドを構築し、町のよさを強くアピールすることなどが肝要ではな

いかなというふうに考えております。人口の増加あるいは減少率を少なくするには、人が生活し

ていく上で、すべてが整っていること、すなわち生活の場、勤めの場、福祉・教育、交通、産業、

それらの活性化などであります。 

 具体的には、環境整備への施策として、今までもですが、子育て支援住宅の建設、住宅団地の

造成、統合保育園等の子育て支援の建設、保育サービス、児童館事業の充実など、また妊婦検診

の14回の無料ですとか高校生までの医療費の負担を町でするとか予防接種、ワクチン等の補助、

また人口増対策としては、クラインガルテンや交流センターによります地域文化のふれ合いや空

き家バンクなど、あらゆる角度から実施してまいりますけれども、今後の決め手になるものはな

かなか見出すことは難しいわけですが、効果があると考えられるものについては、今後も施策が

充実できればと考えて、進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）人口増施策に、ハード・ソフト面で、いろいろやられていることは承知しておりま

す。だけど、その中でこれというものがないというのは、これも即効的に効果が出るもんじゃな

いので、やはり10年とか15年とかという長い時間の中で、増えるとするんだったらそういう形

かなと思います。 

 町長にお聞きしますが、私は、当町の人口規模は１つのボーダーラインとして、8,000という

のを意識的に思ったんですが、町長の持っている、お持ちでいる、その一定規模の人口というの

はどの辺をお持ちというか、お考えでいるか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）これは、現実とはかけ離れてしまいますけれども、自治体がある一定規模の存続

をしていくために必要な人口はどのくらいかというふうに考えますと、１万人だと思います。 

 以上です。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）１万人というのは、もうはるか20年ぐらい前から、ずっと当町の希望というか、挑

戦した人口規模であります。それらに向けていろんな施策とかやっているわけですが、非常に

苦しいかなと、そのような感じであります。 

 １万人という発言がありましたので、やはり１万人を目指すというふうに、私も 8,000 から

2,000 プラスしまして、何とかまたでき得る努力はしていきたいと思っています。 

 それで、もう１点、人口増をするために、今長野県もやっているんですよね。移住・交流促進

とか。それで、同僚議員にも前回質問がされたと思うんですが、今回、正式に長野県も決定して、

３月の決定だと思います。それで、５月に長野県の東京に開設している観光情報センターという

ところが窓口になって、都会の皆さんに相談して、市町村がそこに参加しなきゃだめですが、そ
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こに参加している市町村に情報を流してくれているというふうなことを始めておるわけです。長

野県移住・交流推進戦略という名前でやっております。 

 この中で、本年度会員として募集している市町村が、58という目標を出しています。そして、

今現在立科町はこの辺に乗っかっているのかいないのか、ちょっと現状を教えていただきたいと

思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）先ほどの答弁で、私は１万人とお答えしたのは、自治体として必要なのは１万人

であろうという話をしたわけです。現実に、今7,000、8,000 弱ですから、8,000 人を当面の目

標にすることは当然いいんですが、自治体としての規模とすれば、やはり１万人が必要なん

でしょうねという話でございます。 

 それから、交流人口も含めて、長野県が進めている、いわば移住政策ですけれども、これには

立科町も、楽園信州というのがございまして、そこに加入をしておりまして、そんなところから、

年に何度ですか、そちらのほうに出向きながら、情報発信をしながら進めているという現状でご

ざいます。 

 今後、知事さんもだいぶ力を入れるようでございますので、今後この活動が活発になって、長

野県、特に立科町のほうに希望者が増えればいいなという希望は持っております。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）また、ちょっと佐久市のお話で申しわけありません。佐久市は、本年度春に佐久市

の交流人口創出基本計画というのをつくったんですよね。つくってありまして、これを見ますと、

もう要するに人口増は期待できないと、それでそのかわり交流人口を増やして、それでその先に

定住というものをやろうというふうに、ちょっとそんなような感じになっております。 

 それで、これは定住自立圏で当町も協定していますので、これが佐久市で策定しましたので、

これらに沿って当町もやはり動くのかなという想像をしているんですが、この辺は連携はとって、

協定規約を見ると、甲乙で、この甲の事業にはやはり参加するとか、その協力するんだと、甲も

乙には情報を提供するんだというふうにうたわれているので、これがその協定の中の１つとして

この分がありますので、この辺、今後、立科町というか、当町としてどういうふうに進める考え

でおるのか、ちょっとお願いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）先ほどのご質問は、定住自立圏の中での事業の中の１つのお話をされたと思うん

ですけれども、大きな流れとしまして、日本全体が人口が減少していく社会になっているわけで

す。どこも減少しておりまして、増えているところは、大都市のごく一部しかありません。田舎

といいますか、地方はほとんど苦戦ですね。一部には、それは人口増、増えているところがあり

ますけれども、それは産業的なもので増えているところが多くて、実際にそこで定住をして住ん

でいる人たちの数はどんどんと減っているというのが現実だと思うんです。 

 そういう中で、定住の前に交流人口を増やして、それが定住に結びつけていこうというのは、

これはもう従来から立科もずっとやっているわけです。特に、最近は、観光のことも含めながら、
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交流人口を増やそう増やそうということで一緒にやっていますけれども、基本的には立科町の交

流人口、訪れていただける方々の数を増やして、魅力をアピールして将来に結びつけばいいなと

いうことで進めているのが、どこの市町村も一緒でございます。 

 立科も全く同じことでございまして、佐久市も同じ考え方でありますので、同調できる、一緒

にやっていかれるアイデア、また向こうからもこちらからもありますれば、一緒にやっていきた

いというふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）ちょっと時間も迫ってきておりますので、最後の質問、４番目になりますが、人口

増対策の研究会、仮称の設置の提案ということで、提案させていただきます。 

 人口増対策について、組織的に対応する体制に、現在なってはいないという認識をしておりま

す。過去、この人口増に対して、何回となく質問をされておりますが、計画的な体制にはなって

いないという認識でございます。 

 難しい問題等があるとするならば、ステップ１として研究、とにかく最初の段階、ステップ１

として研究会を立ち上げ、段階的に体制を整えるという提案をするものでございますが、参考ま

でに、愛川町は人口４万2,000 人です。であっても、愛川町さんも。平成19年に人口増対策研

究会、副町長をトップとして組織、もうすべての課が横断的になっておりまして、それで対応し

ていると、研究しているということでございます。 

 それから、愛川町の議員交流会があったときにちょっと聞いたんですが、愛川町人口も、いわ

ゆる日本人の数が減っていると、逆に外人の方の比率が上がってきているんだというふうなこと

を言っておりました。トータルでは4万 2,000 を超えているんですが、そういう中であっても、

やはり研究会を設けてやっているということから、当町も横断的な部分で人口増に対して、いろ

いろ、カンフル剤はないんですが、できるものがあればというふうな、町長のお話の中で、そう

いうものを立ち上げないと、そこで議論が始まらないということがありますので、この研究会を

立ち上げて、本気で議論を形にしていくというふうな考えをするんですが、町長のお考えはどう

でしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）立科町の魅力を出すために、いろんな施策が、すべてが人口増だと、私はよく言

うんですが、その裏返しは、どこか欠けていても魅力がない。すべてが、またほかより優秀でも、

それはいいんですが、なかなかそこが難しいところなんですが、いずれにしましても、町の行う

すべての施策は人口増の対策だという位置づけをさせていただいておりますので、いろんな意味

で地域の活性化施策として考えていきたいというふうに思っております。 

 いろんな方々のご意見、ご提案を聞かなければいけませんし、また今後、先進地に学びながら

研究してまいりたいと思いますけれども、最近の報道の中に、大町市の例が載っておったのはご

存じでしょうか。市の中では、非常に大きな人口減の現象があるということで、これも似たよう

な組織的なものをつくって、研究が始まったようです。いろんなできそうなもの、この事例を見

ますと、できそうなものとできそうもないなと思うようなものも、新聞ですから、いろいろ書い
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てありましたけれども、いずれにしてもそういったことの組織をつくりながらというのは、いろ

んなところで取り組みが始まっているのも感じております。 

 私どもの町も、具体的に今、その研究会なり組織をつくってという具体的なものを考えている

わけじゃありませんけれども、いずれにしましても、考え方は一緒でございます。議員さんにお

かれましても、またいろんなご提案をいただけますように、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）５番、西藤努君。 

５番（西藤 努君）それでは、とにかく人口が減るというのは、町長にとっても、何となく手足が一本

ずつなくなるような感じだと思いますので、人口を増やすのももちろん大事ですが、またいわゆ

る社会動態で出ていっちゃうという部分、その辺も同時に考えていかなきゃいけないというよう

な話もありますので、非常に大きな問題でございます。どこも苦しんでいるからいいんだという

ものでもないので、やはり魅力という部分は常日ごろ、みんなと話を、情報交換しながら、みん

なで、全員の力が１つに結集して、魅力を発信して、外から来てもらうというふうなことでやっ

ていくしかないかなと思います。 

 細かい施策はわかっております。私のほうも、空き家ありますかというふうな話もあって、そ

れはもう本当に２人、１人というような状況で、やはりある程度の人数は欲しいので、また住宅

政策も含めて、町長の特徴的な施策を展開していただければと思いまして、私の質問は以上で終

わります。 

議長（滝沢寿美雄君）これで、５番、西藤努君の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。再開は11時 10分からです。 

（午前11時03分 休憩） 

 

（午前11時10分 再開） 

 

議長（滝沢寿美雄君）休憩前に戻り、議事を再開します。 

 次に、10番、宮下典幸君の発言を許します。 

 件名は １．町の公共施設（徳花苑）建設・跡地（保育園）利用等に町民の声を 

 質問席から願います。 

 

〈10番 宮下 典幸君 登壇〉 

10 番（宮下典幸君）10 番、宮下典幸でございます。 

 今回、私は、今後の町の公共施設建設、例えば徳花苑建設、保育園の跡地利用などについて、

もっと町民の声をということで質問をいたします。 

 行政は、次世代のビジョンを常に発信、示さなければなりません。財政再建のためでなく、分

かち合い、支え合う社会の構築に向けて、そして進むべき道を誤らないように、平成の大合併を

避けた立科町として、地域のよさは何かと、将来どうありたいのかと、そうした議論を積み上げ、

この町で子育てしたいと思える地域づくりを進めていくことが大切だと思います。 
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 そこで、次の３点を提案いたします。 

 １点目は、町民100人委員会の設置であります。 

 昨今の公共施設、建設場所は、利便性は確かによいが、町の中心部に集まっております。町全

体を網羅した施設整備を考えるべきと思います。このような状況が続けば、施設が集中し、確か

な自立どころか、一方で過疎化が先行してしまうおそれがあります。また、公共施設は、以前と

違い、後々になって、建設により保水力がなくなり、ゲリラ豪雨による河川・用水の氾濫、交通

量の増加による交通渋滞、事故、そして騒音、予防消防、景観などで支障となるケースが見受け

られております。このような状況に、地元の皆さんが一番対応、対策にご苦労をいただいている

状況であります。このような状態、状況をかんがみ、町全体を網羅したビジョンを示した公共施

設整備などを考えるべきであります。 

 施設建設は、町の魅力、地域性、安全性、必要性、財政面、場所などを住民と協議、検証して

進めていくべきと考えます。そこで、公共施設整備を、今以上に多くの皆さんの目線で施設を検

証し、その意見、答申をもとに施設整備計画を策定してはあどうか、よって町民100人委員会の

設置を提案いたします。 

 ２点も関連がありますので、続けて質問します。 

 ２点目として、地域振興会議の設置の提案であります。 

 公共施設建設を受け入れていただいている地元の地域の皆さんには、日ごろから大変ご協力、

ご支援をいただいている状況でございます。それで、施設のある地域の皆さんと行政が一体とな

って、信頼関係を常に築くことが基本であります。そのために、地域振興会議等の組織をつくっ

て、地域の皆さんに感謝の気持ちで、要望など、十分反映させ、還元策や優遇施策を図ることも

必要かと思うので、そこで建設前後、この地域振興会議の設置を提案いたします。 

 とりあえず、以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）ただいまの質問に対し、答弁を求めます。小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）お答えします。 

 要旨の１と２を、あわせて申し上げたいと思います。 

 安全・安心で活力のある地域社会をつくっていくためには、画一的なサービスではなく、多様

化、あるいは複雑化する町民、住民のニーズや地域の実情に合ったきめ細かな行政サービスの提

供が求められておるわけであります。 

 地域に暮らします町民の皆様が、みずから考え、行動し、住民が行うべきこと、行政がやるべ

きこと、協働して行うべきことなど、それぞれ役割分担をしながら知恵を出し合い、町づくりを

進めていくことは、議員さんと全く同様でございます。 

 公共施設整備に限ることなく、行政の推進に当たりましては、情報の公開、情報の共有をし、

行政は町民の皆さんへの説明責任を果たしていく必要はあることは承知しております。 

 また、町民の皆さんからのご提案やご意見をいただくことは、大変重要なことでございますし、

ご提案の町民100人委員会、あるいは地域振興会議につきましては、この名称はともかくとして

も、町民や地域の皆さんの声をよく聞いて、それを反映させよということの宮下議員さんのご提
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言を承りました。このことにつきましては、今後、十分検討をしてまいりたいとお答えさせてい

ただきます。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）ただいまの町長の答弁ということで、町民の意見が十分反映する、また意見を聞く

という形の中で、これから十分検討していくという前向きな答弁をいただいたところでござい

ますが、本来はすぐ設置せえという答弁を私はいただきたかったということでございます。 

 確かに、私、この質問をするに当たっては、皆さんもご存じかと思いますけれども、今の保育

園の建設、そして徳花苑の建設に当たって、私が聞く中では、やはりあの町民の多くの皆さんが、

また地元の皆さんが大変疑問を感じているということでございます。 

 それはなぜかということは、昔の情報収集とは今は全く違ってきているというような感じがす

るわけでございます。そういう中で、やはり多くの皆さんが自立するためには、こういう小さい

町ですので、多くの皆さんといったって、２万、３万の人口じゃないわけですので、そういう皆

さんが一度にそういう施設をつくっていただいて、ああいい施設だな、いい環境のもとでつくっ

てくれたなと、それでみんなで支援しようという、そういう気持ちがあってこそ、その施設は価

値がある、出てくるわけなんですよね。 

 ところが、どうも今の、最近の建設は、中心にどうしても集まってきてしまうと。子育て支援

住宅も町のほうへ２つ、そしてまたその保育園も中心へ来ている、また今の徳花苑もそうだとい

うことに対して、町長はその今の施設整備が、いろんな新しいものがどうも中心に集まってきて

いることに対してどう考えておられるか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）中心に集まり過ぎているというふうにお聞きしてお答えしたいんですが、これは

町民全体を考えたときに、やはり利便性ですとか、それからいろんな交通の便利、いろんなこと

を考えますと、やはり人口の多いところに集中してくるというのは、これは立科ばかりじゃなく、

日本全体のものでも同じなんですが、そういった傾向がどうしても強まってしまいます。 

 仮に、ぜひ私たちの集落のところに欲しいよと言って、保育園が私の住んでいる北の外れのほ

うにつくったらどうか、土地は幾らもありますよと言ってみても、町民全体から見ると、それは

どうでしょうか。そういうようなこと、それから将来のことを考えて、そういった行政や、似た

ような、その施設的なものがある程度近いところに設置するというのは、やはり環境が整うとい

う意味では非常にすばらしいことです。 

 そうは申しましても、議員さんのおっしゃいますように、地域の、そこに住んでいる皆さんに

してみれば、ちょっと集中し過ぎじゃないかいと、こういうことになるわけですけれども、そこ

は立地のいい場所に住んでいるわけですので、もしそこに障害的なことやいろんな問題が発生を

するということについては、これは真摯な対応で、十分な対応をしていかなきゃいけないという

ふうには思っております。それは、また逆に言うならば、むしろそこが発展をしていくための１

つのきっかけや起爆剤でもあろうというふうにもとらえたいなと思っています。 
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 当然、地域からの要望も、今進めている段階ですので、徳花苑ですとか保育園の、そういった

ものが進行中ですので、そういったものを説明していく中で、地域からいろんなものが、お声が

上がってくるんだろうというふうに思っています。そうしたものはつぶさにまじめに聞いて、そ

れを反映していくことで、またその地域のあり方、活性に結びつけていかれればいいなという前

向きなふうに考えていきたいと思っております。そんな意味で、議員さんのご指摘がありました、

地域の声をよく聞きなさいということにつきましては、大賛成でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）町長の答弁では、中心に集まるということは、環境が整備されたり、または利便性

がいいということですけれども、しかし、今回のそれぞれ地元の説明会によりますと、大変私も

軽率であったということもあるんですけれども、今の情報収集をしっかりしなければいけないと

いうのは、私はそこかと思っているんです。どうしても地元の皆さんが、地元でなければわから

ない実情があるんですね。そういうところが、私はもっと町民の声を聞いてみたいというのが、

そういうことなんですよね。 

 地元の、地元でなければならない、そういう実情を、今の保育園の状況のときもそうだと思い

ます。審議委員会または建設委員会、または議会を通して、それでしっかりと思ったが、なかな

か地元の皆さんには理解されない。というのはなぜかと、やはり地元でなければわからない、そ

ういう苦労があるわけですね。 

 ですから、先ほど利便性はいいけれども、やはり地元でのいろんな後々の支障が来しているわ

けでございます。ですから、今のように、施設が集まることによって、交通事故に遭遇する機会

も多いんじゃないかと、環境も変わる場合もあります。また、地元の皆さんも、予防消防にも大

変気を使わなきゃいけないということもあります。 

 また、雨が降れば、今まで河川の氾濫とか用水の氾濫というのは、山のほうの雨が集中して流

れてきて氾濫していたわけですよね。最近の、この中心部にいろんな建物が集まるというのは、

建物は保水力がないから、一度に流れて、用水のほうへ氾濫して、皆さんに被害を与えるという

形になっているわけです。ですから、そういうことを把握できなかったということも、やはり町

民の意見を十分聞く必要があるということなんでしょうね。 

 ですから、今のアカサワ周辺においても、それだけ交通量が多くなってきて、あの県道沿いで

すよね。それで、大型のトラックもバスも来る。 

 それで、最近は、言っていいのか、難しいんですけれども、やはり蓼科高校の保護者の生徒の

送迎、その中で日向の婦人部の皆さんが陳情しているんですよね。どういう意見、お願いをした

かということは、送迎で車が渋滞したり、交互に駐車するから危ない。そして、バイクが急発進、

またバイクの走行が危ないということで、今の現時点でもああいうところで交通事故が発生した

り、みんな地元の皆さんは大変苦労しているわけですね。 

 そして、また今回もそういう地籍をつくろうとしているわけでございますが、そういうことが、

地元の皆さんは本当に大丈夫なのかと。だけど、実際は、我々も議会もそうですけれども、行政

の皆さんが答弁で大丈夫だよと言えば、それに対して対策をするよと言って駐車場を設けたり、
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いろいろしましたけれども、だけど交通量は減らないんですよね。増えるんです。 

 だから、事故は、遭遇する機会は増えているんです。一時しのぎで駐車場をつくりましたなん

かじゃ事が済まないんですよね。ですから、大変地域の皆さんは心配しているわけなんです。そ

ういうことについて町長はどう考えておられるか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）ご心配の、やはり施設をつくれば人が集まる、これは当然そうなってしまうわけ

です。当然、車の量が増えます。さりとて、車の量を減らす方法という言い方は、ちょっとおか

しいですけれども、やはりそこの施設の重要性、そういうことをこれは考えておりますので、先

ほども申し上げましたように、この施設は、こうした施設、公共施設は町の重要な施設というこ

とになるわけですので、もし、ご心配のときはたくさんあろうかと思うんです。地域やら、また

議員さんもお持ちだろうと思うんですね。それから、そういったことが、いずれにしましても町

全体のことを考えたときに、ぜひ必要であろうというふうな方向で進んでまいっておりますので、

これはいずれにしても町全体の問題として考えていくということで、地域の皆さんのすべてのご

意見を承りながら、心配事を払拭をしていく、そういうことで解決を図っていきたいというふう

に思っております。そのことが、地域の皆さんに対するお答えであろうというふうに思っており

ます。よろしくどうぞご協力のほどをお願いします。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）そういう事態を、危険の状況の中を払拭していくということですけれども、実質は、

地元でなければわからない状況もあるんですよね。たしか、例えば保育園ですね。雨が降ったと

きに送迎する、そのときの子供さんを連れて、お母さんたちも勤めていますよね。それでも勤め

なきゃいけない。その神経ですから、早く雨に濡らさないように、それで保育園、園庭まで入ら

なきゃいけない、そういう気持ちがありますよね。 

 徳花苑でもそうだと思います。徳花苑の、あそこのところへ、もしつくるとしても、徳花苑の

皆さんは大変ハードな仕事だと思います。時間で動かなきゃいけない、あそこへ行ってどういう

介護をしなきゃいけないと、頭で考えながら、多分運転していると思います。次行ってこういう

介護をしよう、ああいう介護をしなきゃいけないと、私は大変な仕事を持っている方だと思いま

す。その皆さんが、あそこへまた集中して来るわけですよね。だから、結構みんな神経を使った

皆さんが、あそこの地域の中へ勤務をしなきゃいけない、通学もしなきゃいけない、そこへ小・

中学生・高校生・保育園生、すべてあそこに集まってくるわけですね。 

 そうすると、今の話のように、何があるかというと、一番町が考えなきゃいけない安心・安全、

そこが欠如してくる可能性があるわけです。その場しのぎで、じゃそういうことになったらこっ

ちをつくりゃいいよ、こっちの道を拡げればいいと、私はそういう問題ではないと思います。 

 ですから、今のように、100 人委員会というものをつくって、町民の、例えば 33 地域ありま

すよね。その部落の皆さんが２～３人寄っていただいて、そうしたら100人近くなります。それ

で、また公募を何人かしていただいて、その中で立科町の町長がこういう制度をつくるんだから、

こういうビジョンを自分が公表して、例えば徳花苑をつくるときに、こういう徳花苑をつくりた
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い、立科町は今後、法人化に向けて、介護・福祉の関係は本法人化に協定を結んで、しっかり任

せていくんだと、そのためには法人化をつくりながら、こういう大きな施設をつくって、町民に

待機者が100人いる状況を解消したいというようなビジョンを打ち立てて、それにはじゃどうい

う目的で、今は状況はどうなんだという情報を知らせていただいて、それでじゃ財政的にはどう

なんだと、どこの場所へつくったらどうなんだろうということを町民の皆さんに公にして、それ

でそれに対して各地域の皆さんが寄って、100人委員会の中で設置していく、それでいろんな意

見を検証して、将来の福祉のあり方について皆さんで検証して、それで必要であれば視察に行っ

たり、そういうことをしてやって対応していくと。 

 確かに、今の社会福祉法人化に、皆さんも準備委員会をつくっております。だけど、人数が少

ないから、そこまで私、把握できなかったと思っていますし、今の保育園もそうだと思います。

やはり、地域地域の実情を、情報を得るような、そういう施策といいますか、そういう声を聞く

必要があるかと思います。 

 ですから、私は早急にやるべきだと思います。今度の徳花苑についても、大変いい理念を持っ

ている、今の所長さんですよ。おむつも、ほとんど紙おむつはもう要らないような、自立するた

めの介護施設をつくりたいと、においのないような施設をつくりたい、それで自宅と施設を行き

来できるようなところまでしていきたい、そういう考え方のある所長です。だから、せっかくそ

ういうビジョンがあって、いいものを町民向けに発信してやって、それでみんなが、ああいい施

設に向けて建設していただくんだから協力しようという形が理想だと思うんです。 

 ところが、今はどうもそれが行政主導のような感じがするわけでございます。だから、もっと

町民の意見。ものを早速聞いていただいて、委員会をつくるという答弁はできないんですか、お

願いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）先ほどもお答えしましたように、ご指摘は、どうも地域の皆さんの声がなかなか

通ってないというご指摘でございます。これはどんな場面にも当たることなんですが、施設の建

設ばかりではございません。すべてでございます。できる限りのことは今までもしてきたつもり

ではございますけれども、ご指摘のように、まだ不足ということでありますので、組織の名称と

いうものは、またまたいろいろあるかと思うんですけれども、先ほどもお答えさせていただきま

したように、町民の皆さんや地域の声を聞く、それを反映させるためのご提言を承っております

ので、先ほども申し上げましたが、今後十分に検討させていただくということでお答えさせてい

ただきましたので、よろしくご理解をしていただければと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）すぐ設置するとは答弁はないわけですけれども、十分検討していくということです

が、この２番目で、地域振興会議ということを設けてもらいたいということも関連ですけれども、

というのはああいう施設をつくったときに、どうしても用水の氾濫、または交通で大変不便を感

じると。そのときは気づかないんだけれども、後になって気づくことがあるんですね。そういう

ところを、じゃ直すよと言っても、どうも口約束の中でやっていて、なかなか直らないというの
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が、その地域の説明会のときにあった発言だったんです。 

 大丈夫だよと、これだけ証人がいるから大丈夫だと、やってくれるのは役場なんで、そういう

発言なんです。ですから、口約束じゃだめだから、こういう会議をつくっていただいて、そのど

ちらからでも提案できる、地域の皆さんがこういう会議だったら会議は開ける、役場のほうから

こういうことで会議をやるから集まってくれと、どっちから提案しても会議が開けるような、そ

ういう会議、そのための支障が出た場合の対応策をしっかりやるというようなための会議をつく

っていただかないと、どうも徳花苑をつくったときにも、こういう事例があったということです。 

 屋根がずれちゃったと、それで建設するときに、自分の住宅よりか、目線は下へつくるから大

丈夫だよと、それで道路はこっちへ回るから大丈夫だと、こっちはあまり通らないよと言っても、

実際建設してみたら、目線よりは高いところに徳花苑ができちゃったと、それで今のように瓦が

ずれちゃっても、十分な補償ができなかった、自分が思うような補償ができなかったということ

であるわけです。 

 そういうところが、やはり建てると、どうしても振動やら、いろんなもので影響が出るわけな

んですよね。だから、そういうところのことが、十分に地元の皆さんの気持ちが反映できる、そ

ういう会議をどうでも設置していただきたいと、私は思っています。そうしないと、住民の皆さ

んは、まだまだ今の保育園のほうでもつくってもらいたいし、徳花苑のほうでもつくっていただ

きたいと思います。そうでなければ、町民、要するに地元の人があってこそ、その施設が成功す

るわけなんですよね。 

 最近は、自助・公助・共助、次に最近は近所というのがあるんですよね。近所の協力なくして

はできないという、その近所のコミュニケーションですよね。だから、その近所というのがすご

く大切になってきている、今の時代なわけなんです。 

 ですから、そういうところの約束をしっかりやってもらわないと、地元の皆さんは何やってい

るんだと、また役場との信頼関係がどうしてもぎくしゃくしちゃうということだろうと。今まで、

本当に役場の皆さんは苦労しています。ですから、私はこういう100人委員会をつくるにも振興

会議をつくるにしても、役場の職員の皆さんは人数も減らされ、苦労もされている、当然あちこ

ちから苦情が来る、それじゃ私はだめだと思うんです。そういう委員会があることによって苦情

が減ってくるんです。 

 それで、役場の皆さんだって、その対応することによってスムーズな運営ができるから、私は

楽になると思うんです。ですから、そういう提案をして、しっかり地元の皆さんの意見を反映し

て、優遇的な要素がある施策があればしなきゃいけないということで、地域振興会議はぜひやっ

ていきたいと思いますが、検討じゃなくて、すぐやるというご発言をいただきたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）大変ご心配の、町が今までにいろんなことをしてきたつけですな。いろんな今ま

での事業の中で、口約束に終わってしまったという教訓を踏まえておっしゃっていただいてい

るというふうに思います。 

 私自身も、就任してそんなに長くやっているわけじゃないんですけれども、そうした口約束で
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のことはしたつもりはございません。今後も、もっともたくさん建物を建てて、公共施設をつく

っているわけじゃないですから、それほどのことはございませんけれども、この口約束にはなら

ないというのだけは、私は責任を持ちたいというふうに思います。 

 当然のことながら、町がその施設をつくって運営していこうというわけですから、町が責任持

つわけです。そのとき言った言わなかったなんていうこと以前の問題で、その責は町にあるわけ

ですので、当然のこととして、私はとらえております。 

 先ほどから出ております排水の問題ですとか交通の問題、それは確かに地域の人たちのほうが

密接な間柄がありますので、当然それは深刻でしょう。当然、そのことは、いろんな説明会やら

いろんなご意見を吸収する中で、当然対策は立てるわけです。それは、あくまでも町の責任とし

て、これからやっていこうとして考えております。 

 全くご心配されています口約束ということのないような、そんな軽はずみな約束はするつもり

もございませんし、私はこうした宮下議員さんの地域に思う思いを、いろんなご意見を聞く中で、

そうしたご意見を集約して、その地域の振興に役立てていただければ、むしろそれでもいいんだ

というふうに私は思っております。町全体のためにやっていく仕事ですので、それは当然のこと

だなというふうに思います。 

 それから、地域振興会議のようなもの、このようなもの、何とも言えません、これから検討も

しなきゃいけませんので、いずれにしても即そのまんまお返事のとおりというわけにもいきませ

んが、非常に議員さんのご心配も理解できます。当然、その地域の皆様の声もそういうことだろ

うというふうに思っておりますので、先ほども申し上げましたように、大変十分な検討ですけれ

ども、前向きな検討ということでやっていきたいということでございますので、ご理解してくだ

さい。よろしくお願い申し上げます。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）その検討ということで了解してくださいと、それも１つのはっきりしないところな

んですよね。やります、じゃやらない、そうじゃないんですよね。検討していただきたいと、こ

れはもしできなかったら、私はすごくがっかりなんですよね。地域の振興にも、全然ならなくな

っちゃう。じゃ、その場の声の高い人だけの話を聞いて対策をしている形になっちゃうんですよ。

苦情の多い人のほうから先行していくと、やはり会議というのは公平なものですから、じゃぼつ

ぼつ人の話を聞いてやるからいいよと、検討しているからもう少し待ってくれやというんじゃな

いんです。事はもう進んじゃっているんです、どんどんどんどんもうここで。 

 もうじき保育園だって、建っちゃいますよね。そういうときに、万が一のことがあったらどう

するんですか。そうじゃなくて、地元の皆さんがしょっちゅう通って大変苦労している。そうい

うところをいち早く察知するような会議、個人ごとに言われても、それは私は行政だって対応は

難しいと思います。やはり、そういう地域の会議の中での発言ですから、皆さんそれぞれ公平な

立場、理に合った発言をするはずですので、そういうところでしっかり行政が吸収する、それに

はやはりすぐやらなきゃだめですよ。もう事が済んでからじゃ遅いんです。 

 私もこの質問をするのは、もう２年前にやればよかったんです。ところが、私も勉強不足です
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から、地域のことまで十分把握できない、町全体のことまで把握できなかったから、こんな形に

なったんではないかと、私も大変反省しているわけです。 

 ですから、今はもう進んじゃっているんですよね。それで、今、もう徳花苑のほうまで動いて

はいるんです。ですから、検討というのは、今のように、私から見れば口約束と同じようなもの

なんです。ここへ、緊迫した状況で、今、要するに現場でもう事は動いているんですよね。この

中で動いているわけじゃないんですから、喫近なことなんです。ですから、その振興会議は、ど

うでも、振興会議の名前じゃなくてもいいから、そういう地域と密接な会議は開くような、会議

を設置していきたい、設置するということを確約してもらいたいと。確約というか、設置すると

いうことをお聞きしたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）検討と先ほど申し上げましたのは、それは、その位置づけですとか、そういうい

ろんな、議員さんたちにもご相談しなきゃいけないことがいっぱいあるだろうというふうに思っ

て、そういうふうな話をしているんですが、いずれにしましても議員さんご指摘のことは重々承

知しておりますので、表現、どういうふうに言うかは別ですけれども、がっかりさせないような

答えを出してまいりたいと、そんなふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）だんだんと進んで、私の期待する答弁に近くはなってきているような気がするんで

すけれども、まだ、本当にすぐに、今現実は、工事をやる前からこういう会議は設置していただ

きたかったんです。ですから、もう事が進んでいるから、今の状況の中では即対応していただき

たいということが、私の願いなんです。それは、地域の皆さんもそうだと思います。今のように

今までやってもらわなかった、再三言ってもやってもらえなかったと、そういう声が多く出たん

ですよ、説明会の中に。 

 ですから、私はそれを声高く、今言っているんですね。今も言っているように、一緒に協力し

なきゃいけない、自助・共助というように、近所ということがあるんですね。だから、近所の皆

さんに、地域の皆さん、その皆さんに本当に意見を聞いたり、その人たちん意見を反映するよう

な形にしないと、このせっかくつくってね。 

 この保育園もそうです。保育園、町長にその保育園の環境について、本当に誇れる環境の場所

へつくったのか、みんなに自負できるような環境の場所なのか、保育園にふさわしい自然にあふ

れた、空気のきれいな、そういうところなのかと、そういうところをちょっと質問したかったん

ですけれども、それはなかなか難しい形だから質問しませんけれども、だけど本当に疑問してい

るんですよね、そういう形で。 

 ですから、今、その振興会議はある程度進んできていただけるということですが、今の 100

人委員会というのも、しっかり検討して、これから、保育園はもうできちゃったけど、徳花苑、

それで次に保育園の跡地利用というのがあるんです。これも、私は再三言っていますよね、早く

やらなきゃだめだと。保育園みたいに、もうああいうふうに荒れてきたり雑草が増えてきたら、

だれも買わないですよ。評価も下がっちゃうでしょう。だから、動いている間に、稼働いている
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間に、そういう跡地利用をしていかないとだめなんです。 

 それには、今回も質問がありましたように、ケアハウスとか、そういうものをやるという意見

も出ました。私も、グループホームはどうですかと、徳花苑は手狭であれば、グループホームを

ああいうところでやったらどうですかという提案もしました。ですから、その保育園が稼働して

いる間にそういう検討会議を開いていただき、やったらどうですかと言っても、全然動いてない

ですよね。役場の中では検討しているようですけれども、町民、一般の皆さんの声を聞いて反映

するような検討委員会をつくってないですよね。ですから、結果的には、またそういう施設が来

たら、地域の皆さんだってそれに対して困るでしょう。困る場合もあります。 

 それで、今のように、宇山にハード事業を持ってきてくれというような、きのう同僚議員でい

ました。ほかの地域では欲しい、うちのところへ公共施設を来てくれよというところもあるわけ

ですので、そういうことが、その町民の意見を反映する、それには100人委員会を本当に早めに。

今の振興会議もそうなんですが、今の100人委員会だって、もう徳花苑も動いているんです。 

 だから、あんまりちょっとしつこく言って恐縮なんだけれども、それをやることによって、町

民の皆さんも、ああ自立した立科町、確かな立科町を構築していくんだと、介護・福祉の充実を

抱えた、そういう施設ができるんだという形になろうかと思うんです。 

 そんな面で、これからも今のように、先ほども言いました中央公民館の関係、それで、例えば

また索道事業もそうですよ。町民的な意見も聞かなきゃいけないと、そんなことを町長は言って

いましたよね。町民的な視点で、今度議論しないといけないと。ですから、これはそういう索道

の関係とか、または今の中央公民館の関係、それとか今の保育園の跡地利用もそうです。そうい

うところを100人委員会で議論する、それをテーマにして議論する、そういうことが私は大事だ

と思います。 

 特に、またいろいろ施設のことですから、また飛んじゃいますけれども、小学校の食堂、耐震

ゼロですよね、食堂は。あそこ、今も使っているんですよね。全然改修しないんです。大変なこ

とですよ、本当は。この耐震ゼロなところを、ほかのほうはもう耐震化をしているにも、食堂は

手を入れてないですよね。食材を運んだりなんかするときに、何かあったらどうするんですか。

保育園よりは、本当はそっちを先にやらなきゃいけないはずなんです。 

 だから、そういうところが、やはり町民の100人委員会やら、いろんな面で意見を聞いて、町

のこういう方向を町長が示していただいて、それに対して住民がいろいろな意見を言って、それ

で確かな、町長の言っている自立した町づくりをつくるということが必要だと思います。そんな

面で、ぜひともこの100人委員会また地域振興会議の設置をお願いしたいと思います。 

 それで、次の３点目について、質問に入りたいと思います。 

 ３点目は、第三者委員会の設置を提案いたします。 

 町が提供する行政サービスへの苦情、意見、要望等を、異議申し立てする窓口機関がない。町

民の苦情を適切に解決し、満足度を高め、町民の権利の擁護と行政としての信頼及び適正な確保

を図る必要があります。そこで、窓口機関として、利害を持つ当事者とは関係のない第三者で構

成する委員会を、町に第三者委員会の設置を提案いたします。ご答弁をお願いしたいと思います。 
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議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）第三者委員会の設置のご提案でございますけれども、私あてに直接訴えのあるも

の、また町の幹部や、それから担当部署の課長や担当者に寄せられるもの、さまざまございます

し、また投書もございますし、またポストなんかにも投函される手紙等もあるわけでございます

けれども、さらに町には行政相談員のようなものがございます。それから、そちらの方から町に

連絡が入ってくるケースもあるわけです。いずれにいたしましても、苦情のたぐい、それからそ

うしたものにつきましては、ご理解いただけますように、適切に対応しなければいけないという

のが、これは当たり前のこととして認識をしております。 

 町では、苦情の内容等によりましては、状況確認や調査は当然しなきゃいけません。そうした

上でどう対応するか、内部的な協議を行いますし、また問題が問題であれば、専門家にもご相談

させていただく、その上でご指摘をいただいた方への説明を行い、対応を図っているというのが

現実でございます。 

 先ほど、第三者委員会というお言葉が出ましたんで、ちなみに第三者委員会を設置しておりま

すのは、ハートフルケアたてしながございます。それから、社会福祉法人の社協にもございます。

そういったところに苦情解決に関する規定の定めなどがございますので、その定めによりまして、

第三者委員会の設置に関する定めがありますので、設置をされておるのが現実でございます。 

 また、第三者委員会とは、名称は使ってはおりませんけれども、同様な趣旨の定めもあるわけ

です。これは限定されていますけれども、例えば立科町予防接種健康被害調査委員会、これは町

民課ですけれども、これらの設置の要綱もつくってございます。 

 それから、立科町地域活動センターの運営規定の中にも、こうした苦情処理をするようなもの

もございます。それから、立科町いじめ非行対策本部設置要綱、このようなものでも、苦情の解

決に当たる仕組みというものはあるわけです。 

 それから、近隣の自治体の例もちょっと調査してみたわけですが、いろいろな事業の中に、各

第三者委員会というのはつくっている事例はあるんですけれども、それぞれが、事業体組織ごと

の中に、第三者委員会というので対応しているようでございます。 

 よく新聞報道なんかで出ております第三者委員会、近ごろはいじめの問題なんかで第三者委員

会というのができたりしてまいっておりますけれども、ほとんどのところがそうした事例があっ

て、後先と言えば後先なんですけれども、もっと早い段階ではと思うんですが、事例が発生した

ようなときに、やはりその組織の中で自助努力、自浄作用が働かないような、そういう場面が見

られたときに、やはり第三者委員会の設置をしているような現実があるわけでございます。 

 その設置につきましては、今現在即立科町全体に対しての第三者委員会というような趣旨では、

すぐは難しいかと思うんですけれども、与えられている事業の中での第三者的なものは定めてご

ざいますので、現在はそんなような状態で、第三者委員会の苦情処理といいますか、そういった

ものでは対応はしているというのが現実でございます。 

 ちなみに、行政全体ということになりますと、監査委員さんなんかも、これはいらっしゃいま

すし、行政の事業や中身につきましても、それぞれ監査して、指摘をされるわけです。 
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 それから、福祉なんかには、やはりご意見番として民生委員の皆さんがいらっしゃいますから、

そういう方々のご意見も伺わなければいけない。 

 また、選ばれた者の中に、教育的には、教育委員会も当然あるわけですし、選挙なんかでは選

挙管理委員が独立しているわけです。何と申しましても、一番のチェック機能は議会でございま

す。議会の皆さんのチェックが、一番最大のチェック機関でございます。そうした中での、今ま

での機能を果たすという意味では行われてまいりました。 

 今後、どういうふうな形になるかわかりませんけれども、地域の皆さんの苦あるいは相談事等

は真摯に受けとめるということについては、今後も変わりはありませんので、よろしくお願い申

し上げます。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）町の中では、それぞれの、先ほどの町長の答弁がされたように、いろんな機関でそ

れらしい、社協でも徳花苑でも第三者委員会があるということですし、またほかのほうでも苦情

に対する窓口はあるという答弁でありますけれども、確かにそういうのはあるんですけれども、

やはりそれはその部門ごとで解決をして、監査委員もいるし、いろんな議員の、我々もチェック

機能ですから、あるわけですけれども、だけどその解決までというのは、なかなかいかないんで

すよね。相談はするけど、なかなか、いっても、それはこうなっちゃっているからこうだよとい

うことで、立場は、これは当事者と相手、要するに行政ですから、その間に入って、中立的に判

断していただけるような方がいないと、事がどうしても行政は行政センスというのがあるんです

よね。行政のプロですから、法的にはみんなそうです。そうすると、それに対するプライドもあ

りますよね。ですから、それをプロ中のプロ側と我々素人、要するに町民はみんな素人です。そ

れでこういうふうにしてくれといったって、これはこうなっているからだめだよという形になっ

ちゃうケースが多いんです。ですから、第三者委員会を設けて、やはりその立場の、お互いの意

見というか、行政は行政、また当事者になっている皆さんの意見を聞いて、それで中立に対応し

ていく。 

 それで、今町長も言っているように、専門家にお願いすればいいと、そういうふうになっちゃ

うんです。そうすると、どうしても適正な町民のための機関じゃないという、みんな行政のため

の機関のような、私は気がするんです。ですから、今のように、町民の苦情が適正に処理され、

解決する、その町民のための第三者委員会と、私はとらえている。 

 要するに、行政相談員もありますよね。行政相談員なんて、相談するけれども、本当にそこの

ところまで言わないです。また、社協でやっている何でも相談でもそうですけれども、そういう

のでも指摘はしてくれるけれども、解決まで、そこはやってくれないですよね。 

 ですから、今のように、そうかといって、教育委員会のほうでは、最近いじめの問題で、大津

市やら浜松でも、そういうところでも、もう第三者委員会をつくって、いじめ問題に対して、し

っかりと第三者の意見を聞きながら解決に進んでいるんですよね。ですから、そういう当事者の

ためにしっかり対応できるための第三者委員会と、私は思っているんですよね。 

 ですから、その立科町でも、職員の関係では、立科町不当請求の防止に関する要綱というのが
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あるんですね。それは、職員の安全と事務事業かつ適正な執行を確保するためということで、職

員のための、こういう条項はあるんです、職員を守るために。ところが、町民を守ってもらうよ

うな、そういう機関、要するにそういうのがないんですよね。 

 それで、町民は本当に弱いんですよね。専門家を頼んで裁判を立てるわけにいかない、どうし

ても泣き寝入りする機会もあるかと思います。本当はそういうことがなくて、円満に解決できれ

ばいいんですけれども、そういうためにも、この第三者委員会というのは、立科町でも、今、そ

の中で、保育園でも、平成19年に立科町保育園における苦情解決に関する要綱ということで、

第三者委員会が保育園に設置されていますよね。この平成19年で三者委員会というのが保育園

にあるんです。私も知らなかったですよね、これは。これはなぜ設置したか、町長の任期のとき

ですけれども、これはどうして設置したか、わかりますか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）今お話になっている第三者委員会というものの中身を、少し概略見えてきたよう

な気がするんですけれども、非常に第三者委員会に対する期待が、議員さんはすごく大きくて、

かなり重いんじゃないかなというふうに思うんですよ。苦情処理を解決をしてくれる第三者委員

会という、非常に大変な作業になるんですが、それを第三者委員会じゃなくても、行政がやらな

くちゃいけないんですけれども、そのことの意味合いについては、もう少しまた議員さんといろ

んな議論をさせてもらわなければだめだなというふうに私は思っていますが、いずれにしてもそ

の苦情につきまして、それから問題に関しての解決は、どんな方法であろうとも、行政というの

は解決しなきゃいけないという役割は負っているわけです。ただ、それを第三者の人たちに解決

をしてもらう、すべてのものを窓口つくって、何でも苦情があったら、ぜひそちらへ行って、そ

こから解決してくださいという、そういう無責任なことは、行政は果たしてするんでしょうかね。

もしそれを第三者委員会に追わせるということになると、もう少しこれは議員さんの思いも含め

て、議論をまた新たな別の場所かなんかを考えてやらせていただかないと、この問題はここでお

答えするような問題には、ちょっと離れ過ぎてしまったような気がいたします。非常に大切な、

重要な役割を持つ委員会になります。非常にその重さが重いし、責任も突然ついてきますから、

これはちょっと慎重に、ひとつ議論をお願いしたいと思います。 

 それから、ちなみに今の保育園のやつを見せていただきましたが、私もちょっと勉強をあまり

していませんで失礼しましたけれども、何か資料を見ますと、これは保育所の苦情解決に関する

要綱を19年２月、残念ながら私は５月から就任しておりますので、申しわけございません。勉

強不足は少しご容赦願いたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）10 番、宮下典幸君。 

10 番（宮下典幸君）この提案をしたという理由は、やはり町民の苦情というのが全然ないわけではない

んですよね。確かに、昔は結構口約束でやって、例えば道路をつくるときに、土地を提供してく

れよということで、この辺もおまえの土地にしてやるよということで、気軽にそういうことを一

時した経過もあったり、それでいいよ、ついでにこのＵ字溝もつけてやるよというようなことで、

何年待っても全然やってもらえなかったと、そういうことやら、要するに税金も、知らない間に
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税金を課税、多くやっていて、それは言っても時効だからということで済まされたとか、いろん

な、小さいことですけれども、それが、やはり町民というのは弱い立場なんですよね。そういう

ところで、やはり専門の皆さんにこうだと言われれば、ああしようがねえなということで泣き寝

入りしちゃうこともあるんです。ですから、そういう機関が議員に頼んでも、なかなか解決でき

ない、そこまで役場と一緒に交渉しても、なかなかこういうことになっているからもうだめだよ

ということでは難しいです。 

 だから、そういう意味では、ぜひこういう委員会の検討をしていただきたいと思います。それ

は、町民のほうからの、その窓口機関がどうでも欲しいという要望もありますので、ですから私

は言っているところでございますので、そんなことで時間もまいりましたので、ここで質問を終

わりたいと思いますけれども、いずれにしてもみんなで信頼できる町づくりをして、いろんな施

設をつくるにしても、いろんな苦情がないような形で、みんなが支えて、自立した、確かな自立

ができるような、そういう町づくりのためにも、今回質問したわけでございますので、ご理解を

いただいて、早急にいろいろつくっていただくことをお願いしまして、私の質問を終わりとしま

す。 

議長（滝沢寿美雄君）これで、10番、宮下典幸君の一般質問を終わります。 

 ここで、昼食のため、暫時休憩とします。再開は、午後、川西保健衛生施設組合の全員協議会

の開始が４時ということでございますので、午後１時から再開をいたします。 

（午後０時12分 休憩） 

 

（午後１時00分 再開） 

 

議長（滝沢寿美雄君）休憩前に戻り、議事を再開します。 

 次に、11番、橋本昭君の発言を許します。 

 件名は １．ホームページ作成の事務事業評価は 

     ２．ロゴマークの活用は 

     ３．ブドウの試験栽培の全体構想は 

 質問席から願います。 

 

〈11番 橋本 昭君 登壇〉 

11 番（橋本 昭君）11 番議席、橋本昭です。通告に従い、町を元気にさせる施策について、３点質問い

たします。 

 １番目の質問は、立科町公式ホームページについてであります。 

 本年３月に人口増対策の観点から、立科町公式ホームページの評価と改善についで質問いたし

ました。しかしながら、再三の質問で、町長は私と問題意識を共有していると思っておりますが、

ホームページについで問題提起しているにもかかわらず、その後、６カ月を経過し、私の目から

見て改善されていない状況であり、なぜ改善が進まないのか、ホームページに対しての各課・係
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の問題意識の欠如が原因ではないかとの思いから、ホームページ作成の事務事業に対してのＰＤ

ＣＡがなされているのか、各課・係で事務事業評価がなされているのか、行政職員にもスピード

感のある仕事が求められている中で、町のトップとして、作成主体である各課・係、職員に対し

てどのような指導をしてきたかを伺います。 

議長（滝沢寿美雄君）ただいまの質問に対し、答弁を求めます。小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）お答えします。 

 現在の社会情勢でありますが、想像以上の早さで情報化社会が進展しておるのは、ご案内のと

おりでございます。インターネットを利用したホームページは、町民はもとより、日本や世界中

の人たちに、同じ情報をより早く発信できるものであります。情報媒体といたしましては、最も

有効な情報伝達の手段であると認識していることは、以前も申し上げ、変わってはおりません。 

 当町のホームページでございますけれども、ご承知のように、現在各担当課で製作し、アップ

され、町の広報の役割を持っておりますけれども、一方、固過ぎて今様のセンスに立ちおくれて

いるという認識は、私自身も持っております。 

 橋本議員さんもおっしゃいますように、広範囲に正確な情報をより早く発信、授受できるのが

ホームページでございます。ご指摘の、私自身の評価でございますけれども、あまりよいとは思

っておりません。日ごろから、この運用については、最新情報をわかりやすく親しみやすいホー

ムページ、情報の更新、加除を適切にするよう指示をしておるところでございます。 

 また、現在職員の中に情報処理の専門的な知識を持った職員がいないことも現実でございます

ので、今後は職員の配置も含め、引き続き改善に努めてまいるというのが考えでございます。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）今、町長かからご答弁いただきまして、問題意識は前々から共通であるというふう

に、私も認識しております。 

 今、いろんな形で指導されているというふうに言われておりますけれども、指導されている割

にはスピード感のない事務事業を行っているなというふうに思うわけですけれども、私自身が立

科町公式ホームページを別にチェックしているわけではありませんけれども、今回の質問に当た

りまして、いろんな各セクションのホームページの内容をチェックさせていただきました。 

 やはり、見る限り、非常に情報がおくれているというようなところが多々あります。あまり時

間が、限りがありますので申し上げませんけれども、例えば、これは後でまた教育長のほうにも

お伺いいたしますけれども、立科町の公式ホームページには、教育委員会というもののホームペ

ージ、教育委員会は何をしているんだろうという形でホームページに入っていきますと、教育委

員会というのはないんですね。トップページの中にも教育委員会というのはない。例えば、ほか

の岩手県の滝沢村だとか長野市、飯島町、すべてトップに教育委員会という項目がありまして、

そこを調べていくと、教育委員会からいろんな内容が伝わってくると、なぜ教育委員会というの

はないんだろうかなと、これはまた後ほど質問いたしますので、今お考えいただければというふ

うに思います。 
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 例えば、一例を申し上げますと、ここは町長がトップでありますけれども、社会福祉協議会の

中に、先ほどの行政相談とか、そういうようなことの同僚議員の質問の中でございましたけれど

も、法律相談とか心配事相談というホームページがあるわけです。この中を見ますと、日程が出

ているわけですけれども、日程、これはいつの日程かといいますと、平成23年の日程が出てお

りました。24年の日程は出ていない。 

 同時に、同じところに、町民課のものが載っているわけですけれども、町民課はしっかりと

24 年に日程を変えましてやっておられると。建設課を見ますと、建設というところで、先ほど

同僚議員が移住交流の関係のお話がございました。人口増のためにというお話でございましたけ

れども、立科町には町営住宅だとか公共住宅というものがあるのかというふうに、外から見る人

間が検索をしたときに、町には住宅はないんですか。ホームページ上には、町営住宅は一切出て

こない。ただ、最近空きが出たのか、いつ空きが出たのかわかりませんけれども、トピックスと、

最新情報というところに空き情報というのが出ましたけれども、どういう町営住宅、公共住宅、

そういうものがあるのかというのが、このホームページからは一切出てこない。 

 もう一つ、建設の関係では、これは美谷沢最終処分場というのが、建設のほうをクリックしま

すと出てくるんですけれども、美谷沢最終処分場というのが何だか、何も説明もないわけです。 

 財政、総務課の関係でいきますと、バランスシートというのが公表されていますけれども、バ

ランスシートはどこのが最終年度かといいますと、平成20年度が最終のバランスシートが公表

されています。平成21年３月31日現在という形で公表されています。 

 農林課にいきますと、前々から私が指摘しております陣内森林公園があるわけですけれども、

陣内森林公園というふうにクリックしますと、タイトルは陣内森林で終わっているんです。公園

がない。 

 それから、市民農園区域というのがホームページ上で表示されているんですけれども、公表は

してあるんですけれども、どういうふうに利用するかということは何も書かれていない。利用で

きるのかもわからない。内容的にはちょっと問題かなと。 

 町づくりの関係でいきますと、企業誘致と出てくるんですけれども、内容を見ていただければ、

言葉として悪いんですけれども、大変お粗末と言わざるを得ないような内容であると。 

 例えば、私どもの友好都市である愛川町は、農業委員会名簿とか選挙管理委員会名簿、監査委

員名簿、すべてホームページ上で見れるようになっています。私どもの農業委員会は、農業委員

会の中のいろんな農地法だとか、そういうものが出ておりますけれども、どなたが農業委員なの

かは全然わからないという状況になっています。 

 そこで、教育長にお伺いいたしますけれども、教育長の管轄で、保育園も教育委員会の中に入

っている。保育園をクリックしますと、３園は明示されています。しかしながら、今進んでいる

統合保育園に関する記載が一切ない。 

 立科教育というふうに町長が言われておりますけれども、じゃ立科教育というのは何だという

ことで、教育委員会の教育委員会大綱だとか、そういうようなものも出ておりませんし、立科教

育がどういうものかというのも出てこないと。これは、本来ならば、教育委員会としては、自分
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たちの考え方をはっきり出してやるべきじゃないかなというふうに思います。 

 当然、長野市だとか、行ったところは、そういうもの、すべて、教育委員会という形での欄が

ありまして、そこを調べていきますと、すべて状況がつかめるというようになっております。 

 そこで、教育長に、教育委員会としてホームページに対してどういうふうに考えておられるか、

お聞きいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）はい、お答えいたします。 

 できるだけ多くの情報を提供するということが必要かなというふうに考えております。 

 橋本議員さんご指摘のように、情報量が少ないではないか、あるいはまた最新の情報がないで

はないかというようなことでございますが、関心の多いことですので、できるだけ早期に掲載で

きるように考えていきたいというふうに思っています。 

 また、教育委員会が載っておるページがないというのは、特に意図的にやっているわけではご

ざいませんで、業務側、できるだけ町へアクセスをいただければわかるよというような中での配

慮かと思いますけれども、よりこれから見ていただける方が容易に検索できるような、そんな方

法も考えていきたいというふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）考えているとかいうことではなくて、やはり先ほど申し上げましたように、スピー

ド感。今日、私が一般質問をして、皆さんは各課のほうに戻られて、内容をチェックされ、それ

に基づいて変えられるという状況に、先ほど町長からありましたように、各係が政策担当で、そ

れを改善できるという状況があるわけです。ですから、明日にでも変わっているというのが、私

は望むところですね。 

 今日、私、一般質問して、明日は土曜日ですからお休みですけど、月曜日に私はチェックして、

変わってないというのは、各課・係の問題意識の欠如。 

 仕事が忙しいというようなお話も聞きます。業務量も大変だというお話を聞きます。だけど、

先日私どもが総務経済委員会で伺いました飯島町、そこでこのホームページ作成に関してのお話

も伺いました。全く私ども立科町と同様な仕組みでやっておられると。中を見れば、各課によっ

ては写真入りのものがあり、情報量も非常に多い。一般職員の数においても、そんな差ほどはな

い。業務量も、私はきっと同じであろうと。その中で、やはり問題意識を持ってやっているとい

う、その問題意識を持っているかということだと思います。 

 そこで、本当は町民課長が今日おられれば、町民課長にお伺いをしようかと思ったんですけれ

ども、今日は係長ですので、突然お話をするのも、質問するのもちょっと悪いので、立科町のホ

ームページを見たときに、町民課は、先ほどの町長の答弁で、西藤議員の答弁ではありませんけ

れども、振興計画の進捗状況、良というふうに、優良可の良というふうに言われましたけれども、

町民課は、私も良と思います。これは、各課との相対的な比較の中で。 

 町民課の場合は、いろんな情報を発信しなきゃいけませんけれども、しっかりとチェックをさ

れている。ですから、私は、先ほどどういう指導をされているか、各課・係長が担当をどういう
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ふうに指導されているか。だから、町民課にはどういう指導をされているのかなと、しっかりと

ホームページを見ておられる、期の初めに日程は全部変える、そういう１つの仕事のルールが何

かできているんじゃないかなということでお聞きしようと思いましたけれども、町民課の課長が

おられませんので、係長ですので、これはまた後日、改めてお聞きするとしまして、そういう課

もあるということです。 

 だから、それぞれが、やはり各課がしっかりとこれを見て直すと、いろんな仕事を抱えている

かもしれませんけれども、やはりそういう心構えをしなきゃいけないんじゃないかＷなというの

が、これが町長に求める指導力じゃないかと、私は思うわけです。 

 それで、私は、８月22日から９月まで、ずっと見ておりますけれども、大体１日200ページ

のページ数が見られています。だから、だれかが立科町のホームページを訪れてきていると思い

ます。職員の方も、いつも見られているんだということを、また職員の資質が問われているとい

う自覚を持つということを、やはりしっかりとしていただかなきゃいけないんじゃないかなとい

うふうに思うわけです。 

 それで、先ほど町長の答弁の中で、専門職がいないと。私はこの３月のときに専門職を設けた

らどうかという提案をしました。しかしながら、専門職ができても、やはり情報というのは各課・

係にあるわけですね。その情報をいかに出して、それをどういうふうに集約するという、専門家

というのはそれがうまく形づけられているかというところだけを見るだけであって、やはり担い

手は各課・係であると。幾ら専門職があったとしてもですね。そういう面では、やはり町長、副

町長のしっかりとした指導、各課課長の認識をもった上での指導というものが必要じゃないだろ

うかなと。ですから、先ほど申しましたように、ホームページというのは町の顔であり、いつで

も見られているという自覚を持つということが必要じゃないだろうかなというふうに思います。 

 この辺で、今まで話した中で、町長としては、さらにどういう指導を強められるか、その辺に

ついてだけ、もう一言お伺いします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）もちろん、今橋本議員さんのおっしゃいますように、ホームページの充実をさせ

る、更新をしていくというのは、もう当たり前のことだというふうに私も認識しておりますので、

当然のことながら改善に努めなさいという指示はいたします。私にかわって、橋本議員さんに大

号令をかけていただきましたので、効果は上がるものと思っております。ありがとうございまし

た。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）このホームページに関して、先ほど情報の量、質というものの中で、立科町には意

外と情報開示度が低い。 

 その一例として、地下水保全条例というものが６月に引かれました。私もいろんな形で地下水

保全条例、ほかの自治体のものを調べるということで、ホームページでほかの自治体の条例を引

き出して、いろいろな形のチェックをして、ああいうご指摘をしたわけですけれども、私が調べ

たところによりますと、23 町のうち、例規集、条例集がホームページにないのは６です。６町
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です。あとの17町は、すべて例規集が整っております。 

 例規集を見るというのは、非常に難しい問題もあるかと思いますけれども、町民との協働とい

うものの中で、やはり情報というものがしっかりと開示をしていくということが必要であろうし、

だれでもが情報の例規という条例を見れるような状況をつくっておくということが、私は必要じ

ゃないかと思います。ぜひ、この例規集を載っけるということについてご検討いただきたいと思

いますけれども、町長のご答弁をお願いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）私もよその例規集は見ることはございますし、ちょっとうっかりしていましたけ

れども、それは十分検討に値するものだと思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）今後、ホームページは、多分改善されていくだろうと思いますけれども、北海道の

美瑛町、それから長野では箕輪町なんかのホームページを見ますと、このホームページの運用

について、どういうふうな理念でこの町のホームページをするかというところまで書いてあ

る。 

 その中で、ちょっと参考までに読ませていただきますけれども、これは北海道の美瑛町という、

美しい村の美瑛町ですが、いろんなサイトの目的が書かれている中で、この目的を達成するため

に、町職員一人ひとりが町のさまざまな事業の効果的な実施と、町民満足度の向上には町民との

コミュニケーションが重要であることを認識し、情報発信、情報交流の手段として、ウエブサイ

トを十分に活用していきますと、各課からの情報発信の促進ということで、行政情報提供システ

ムにより、各課からの情報発信を促進するための仕組みを整備し、活用していくことで、新鮮か

つ詳細な情報を提供しますということをホームページで町民にお約束をしているという内容ま

で美瑛町はやっております。 

 ですから、そういう面では、やはり、町長はもう十二分おわかりになっていると思いますので、

これ以上、しつこく申し上げませんけれども、しっかりとしたホームページの改善を図られたい

というふうにお願いいたします。 

 それでは、第２番目の質問に入ります。 

 これも町を元気にさせる施策だと思いますけれども、その２番目の質問でございますけれども、

立科町地域ブランドのロゴマークについての質問に移ります。 

 町民の皆様は、しいなちゃんのぬいぐるみが町民まつり等で活躍し、しいなちゃんのキャラク

ターデザインが『広報たてしな』の表紙にも出ているのでよくご存じだと思いますが、立科町地

域ブランドのロゴマークも、同時にそのときに決定し、早９カ月を経過しようとしています。私

は、６月定例会の総務経済委員会においても確認させていただいておりますが、ロゴ、キャラク

ターデザインの使用に関する規定も、広報等で情報開示されないため、この定例会の質問で改め

て質問する旨を、この８月21日に出しました。ところが、９月１日のホームページを確認しま

したところ、立科町地域ブランドロゴ、キャラクターという欄が９月１日のホームページより突

如出てきまして、それはトップページですけれども、３月14日の告示第15項の使用規定が掲載
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されておりました。 

 なぜ今ごろかという疑問は残りますが、それは別として、使用規定があることは、もう既に確

認いたしました。そこで、ロゴマークと町章をどのように使い分けるのか等を含め、これまでの

活用状況と今後の地域ブランド発信のためにどのように活用するのかを、町長にお伺いいたしま

す。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）お答えします。 

 立科町の主要産業は、観光と農業とになっております。白樺高原、また女神湖、白樺湖などの

観光の地から、立科町のイメージがなかなかされにくい。また、町内で生産されている農畜産物

は、市場での評価は高いものの、消費者には立科町産として浸透していないのも現状であろうか

と考えております。そこで、立科町ブランドの知名度の向上、あるいは立科町産生産加工物の販

売促進を進めながら、観光と農業の活性化の一助にしたいということで、ロゴ、キャラクターを

作成したところでございます。 

 その後、ロゴ、キャラクターの使用規定を定め、立科ブランドを町内外にＰＲしているところ

でございますけれども、特にここまではキャラクターのしいなちゃんを中心に進めてまいったよ

うな状況でございます。 

 ロゴマークの現状は、啓発について後手になっておるようです。ＰＲ不足のところがございま

すので、今後多くの町民の方の利用をしていただき、立科ブランドの構築に向けた広報及び啓発

をしていきたいと考えております。 

 それから、ロゴマークと町章の使い分けでございますけれども、なかなか難しいところがある

でしょう。基本的には、ロゴマークにつきましては、町の経営資源を町内外に発信するような役

割が大きいかと、また町章につきましては、立科町自体を表現するようなものという考えで、い

わば国の国旗のようなとらえ方ですかね、ちょっと大き過ぎましたかな。ロゴマークは少々やわ

らかいイメージ、町章は固いイメージですね。そういう中で、これはケース・バイ・ケースであ

りますけれども、使用してまいりたいと思っております。 

 ロゴもキャラクターも、どちらも町のイメージアップを目的に持っておりますので、私自身は

柔軟な運用でよろしいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）町章との使い分けというのは、私も非常に難しいなというふうに思っております。

公式なものの中には、やはり町章も見なきゃいけないかもしれないと。 

 ただ、この間視察した飯島町は、いいなちゃんというのがいるらしいんですよね。いいなちゃ

んはこういう袋に入っているということです。これは、立科町議会視察資料ということで、向こ

うからお配りいただいたわけですけれども、ここにも入っています、ここにも入っています。町

章は入っていません。 

 ですから、総務課で今つくっている、ああいう立科町の大きな袋とか小さな袋等、そこにロゴ
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マークだとか、そういうものを入れるということは、当然考えられることだろうというふうに思

います。なぜロゴマークをつくったのかというのは、今町長が言われたように、地域ブランドを

この世の中に発信をする、その中の一助として、より多く広めるという意味合いがあるわけです。

立科町というものを世の中に広めるという意味があるわけですから、機会あるごとに、やはりい

ろんなところにしなきゃいけないだろうというふうに思うわけです。 

 使用規定は、先ほども申し上げましたように、できていたということで、内容を見ました。先

ほど町長は柔軟にというふうに使えばいいんじゃないかと、その柔軟という意味がいろいろある

かと思いますけれども、柔軟という意味の中で、例えばロゴデザイン、キャラクターデザインを

使用すると、使用１枚につき、印刷物１枚につき１円をとるという使用規定になっております。 

 これは物の考え方で、いろいろ意見が分かれるところではありますけれども、立科町地域ブラ

ンド、立科町を売ろうとお願いをするところで、使用に対して１円をとるべきなのか、お互いに

利益を得るわけだから、１円をとってもいいんじゃないだろうかという意見があるわけですけれ

ども、その柔軟ということは、先ほどの町長のお言葉というのは、デザインだとか使用法とか、

そういうことに対する柔軟さなのか、今使用規定で１円をとっておりますけれども、どんどん使

ってくださいと、お金は必要ありませんよという柔軟性なのか、その辺ちょっとお伺いいたしま

す。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）どういうふうにお答えするか、ちょっと迷うところですけれども、私は柔軟でよ

ろしいというふうに思っておりますけれども、今の価格の問題については、規定ということで決

めておりますので、割ったということなんで、私自身は、それはそれとして扱いは柔軟でよろし

いというふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）価格については、後ほどちょっと申し上げますけれども、もう一つ、立科町には、

先ほどいろんな商品とか、そういうようなものについて、立科産のものを、ブランドというよう

なものを、立科の商品がなかなか普及しないということで、こういうロゴを使えばいいんじゃな

いかというお話がありました。 

 立科町には、農畜産物認証マークというのがあるわけですね。町民の方がわからないといけな

いので、こういう内容でございますけれども、こういう山を２山つくった立科町認証マーク、内

容を見ますと、先ほどのホームページじゃありませんけれども、平成18年６月24日現在の認証

物が書かれているわけですけれども、その中にはレタスだとか、そういうようになっているわけ

ですけれども、じゃこの今の認証マークとロゴとの兼ね合いをどうするのかというところの議論

が、またこれから起こるんじゃないかなと。認証マークをつけても、ここには立科と書いてあり

ます。立科町農畜産物認証という、ならばいろんな新しい、今度商品が出てきたりなにかしたと

きには何を使うんだ、どっちを使うんだと。 

 このロゴというのは、立科町というものをあらわしているロゴですから、意外と品格のある商

品であると、１つのブランドであるということを表示しちゃっているのか、このように立科が、
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町がこれは間違わない物産ですよというふうな認証マークが生きるのか、これの使い分けという

のは、町長はどういうふうにお考えになっておりますか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）ロゴについては、最近決めて、イメージアップしていこうということですよね。

その農産物の認証マークというのは、委員会がありまして、いわゆる生産、受益とまで言えるか

どうかわかりませんけれども、きちんとした決まりをつくった上で、それによって生産されたも

のに対して、証明とは言いませんけれども、そういったことを、そこには町の委員会がございま

すので、そこで定められた方に対して出しているマークでございます。ですから、それは、今の

こちらでいう、そのロゴと同じ扱いとは少し違うと思います。品質的なものも加味されておりま

すので、その辺のところはちょっと理解は分けていただいたほうがよろしいと思いますけれども。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）認証マークのやつは、だいぶこれは、その後、あまり普及してないというふうに理

解はしておりますけれども、例えば、これは町づくり推進課も当然考えておられると思いますけ

れども、このロゴマークを、きのうの小宮山議員との答弁の中で、立科米のブランド品があると、

それは個々に生産者がいろんなブランド名をつけて売っているので、統一したブランドはできな

いというようなお話がありましたけれども、やはり立科町というものの中で生産された米だとい

うことの中で、１つの例として、各農家でつくられている袋があるわけですね。その袋にこのロ

ゴマークは必ずつけてもらいたいと、またリンゴに関しては、各リンゴで、農家で箱をつくられ

ているか、また買っておられるかわかりませんけれども、必ず立科物のリンゴであるならば、そ

こにリンゴの、この立科のロゴをつけてもらいたいと、そうすることによって立科の産物、立科

町というものが世の中にいろんな形で表示されていくというふうになるわけですけれども、この

辺は柔軟な姿勢という、先ほどのお話ですけれども、使用に関して柔軟な姿勢で、何か基準を設

けて使わせるのか、いや使いたい人は使ってくださいというふうにするのか、その辺のお考えは

どうなのか、ちょっとお伺いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）その前に、統一ブランド、お米ができないというふうに表現しておりますが、こ

れはいろんな方々が、それぞれ走り出しておりますので、統一するのは非常に難しさがあるだ

ろうとお答えしております。誤解のないように、ひとつお願いしたいと思います。 

 それから、それぞれのお取引の中に、使っていいかどうかという問題でございますけれども、

決まりをつくっておりますので、決まりの中で、要望があれば、当然それこそ柔軟に扱ってよろ

しいというふうに私は考えておりますし、先ほどの価格の単価の問題についても、申し込まれた

内容によっては減免もできるようですので、それこそ、規則はありますが、非常に柔軟に対応で

きるものだというふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）立科町地域ブランドの発信というので、町長が取り組まれて、ここ３年ぐらいの経

過があるわけですけれども、せっかくロゴができたと。そうしたら、そういう消費者の目に触れ
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る機会、やはり町として積極的に事業者に対してお願いをするということを、私はするべきじゃ

ないかなと。相手からどうぞ来てくださいと。相手からどうぞ来てくださいというのは、先ほど

申し上げましたように、今の使用規定だとかロゴというのは、９月１日に初めて表に出された。

使うようにも使えないというのが実態であるわけですから、やはり町側として、このロゴをうま

く活用してくれと、広報にも、先ほどの前の広報の中にもこれから普及に努めますという、そう

いう予定でありますと書いてある。町からの積極的なお願い、こういうような使い方があります、

こういうようなことをしてくださいということを、やはり私はやるべきだと思いますけれども、

地域ブランド発信という観点から、今の私の提案についてはいかがでしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）おっしゃることはわかります。異論はございません。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）ぜひ、そういう面では積極的にロゴマーク、これはロゴマークだけではなくて、キ

ャラクターデザインというものも含めまして、できたものをしっかりと有効に活用する、あら

ゆる機会をとらえてお願いしたいなというふうに思います。 

 先ほどの１円をとるという使用規定ですけれども、このキャラクターデザインというのは、商

標権をおとりになっておられると思いますけれども、商標権の登録はされておられますでしょう

か。町づくり推進課長。 

議長（滝沢寿美雄君）笹井町づくり推進課長。 

町づくり推進課長（笹井恒翁君）登録の関係ですが、現在まだしてございません。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）する予定でございますか。 

議長（滝沢寿美雄君）笹井町づくり推進課長。 

町づくり推進課長（笹井恒翁君）その点も含めて、今後検討させていただきたいと思います。するかし

ないかどうかを、これから検討させていただきたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）商標権というふうなものも、もし登録した場合には、商標権は公有財産になります

ので、公有財産である場合は、使用料をとるというのは条例で決めなきゃいけないということ

ですので、それも十分お含みをいただきたいなというふうに思います。 

 では、次の質問に移らさせていただきます。 

 次は、やっぱり町の農業を元気にさせるということで、次の質問に移らさせていただきますけ

れども、ブドウの試験栽培の全体構想について、質問に移りたいところなんですけれども、本質

問も、先ほどのロゴマークと同様に、私が質問趣旨を提出したのが８月21日ですけれども、そ

の後、８月24日に全員協議会が開催されまして、立科産ワインを目指してと題しての、平成24

年から29年の６年間の工程表が明らかにされました。 

 同時に、昨日は同僚の小池議員の一般質問でも、ブドウ試験栽培についての質問がありました

ので、町長よりの答弁がありました。質問時間にも制限がありますので、私から概要を説明し、
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私の理解に誤りがあればご指摘くださいという形で、今からお話ししたいかと思いますけれども、

このブドウ試験栽培は、立科第二牧場にヤマブドウ８品種、茂田井、商人久保地区にワイン専用

種200本、３年後の平成27年にブドウの収穫、ワイン醸造、その結果により品種を選定し、さ

らに試験栽培が継続されるということから、10年近くの事業と言える。 

 同時に、立科産ワイン普及計画として、昨日説明がありました茂田井、牛鹿、蟹原の３カ所の

過去ブドウ栽培がされた荒廃地で、３品種に限定し、25年に植えつけ、平成28年に収穫、ワイ

ン醸造という工程の中で、栽培技術、管理技術の確立と栽培希望農家の技術研修の場ともすると

いうものであり、栽培農家がブドウ栽培の事業化を図るまで、10 年程度の期間を要すると考え

る構想と理解いたしました。 

 そこで、昨日の同僚議員の、なぜブドウかの質問のご答弁の中で、その１つの理由として、リ

ンゴの生産農家の高齢化、生産工程が省力化できない等からの離農の傾向もあり、リンゴを主と

する果樹栽培からの多角化を図る意味でのブドウ試験栽培との説明があったというふうに、１つ

の理由として私は理解しております。 

 農業所得向上のために、新たなチャレンジとしてのブドウの試験栽培を否定するものでは、私

はありません。今後の事業性を十分検討された上で、10年から20年の中長期的な施策としての

ブドウ試験栽培を選定したと理解しております。 

 しかしながら、短期的な施策として、現にある立科ブランドのリンゴ生産の問題点等の解決に

力点を置いた施策を実施し、リンゴの生産拡大を、６次産業化を含めて研究し、重点的に推進す

ることも、立科地域ブランドの発進、立科町の農業の持続的発展において優先順位の高い施策と

考えますが、町長の所見をお伺いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長、登壇の上、願います。 

町長（小宮山和幸君）お答えをいたします。 

 私どもの町では、昨年から立科産ワインを目指すということで、蓼科地区と茂田井地区でのヤ

マブドウ、あるいはワイン専用種のブドウの試験栽培に着手したところであります。 

 現在、蓼科地区の圃場では、先ほど議員さんも申し上げましたように、８品種、茂田井地区で

は９品種が植栽をされておるわけであります。茂田井地区の圃場では順調に生育をしております

し、これは一日も早い結実を目指しておりますけれども、蓼科地区では生育にばらつきがござい

ます。試験地での結果をもとに、おおむねですけれども、３年後には、少量ではありますけれど

も、立科産ワインの試験醸造を行い、結果の検証を行いながら、５年後をめどに立科産ワインを

品種ごとに、１樽ぐらいでしょうか、醸造を目指しながら、その間、栽培する農家の技術研修の

場としても役立てて、ワイン専用種の栽培面積を拡大し、将来にはワインのブランド化を図って

まいりたいと考えているわけであります。 

 委員ご指摘の農業所得向上や荒廃地対策の観点ということでございますけれども、当町のリン

ゴやモモの生産地では、いわゆる高齢化、また人手不足などによりまして解植をされたり伐採さ

れてしまうなどの畑や果樹園などが目立っているのも現状でございます。 

 この立科町や、この周辺の地域は、気候的、標高あるいは土壌など、果樹栽培に適していると
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見ております。最近の新聞報道にもございますけれども、千曲川ワインバレーのような大きな構

想にも沿いながら、これからこれら荒廃した圃場の有効活用、また新たな生産拠点として検討し

てまいりたいと考えておるわけであります。 

 また、人・農地プランなんかを通じましても、地域で新たな経営体の募集なども行ってまいり

たいと考えております。 

 また、農業所得向上については、未知数の部分もあるわけであります。ワイナリーさんなどの

指導も受けながらでなければできないんですが、買い取り価格などの相談もしながら、めどをつ

けられればいいなと思っております。 

 議員ご指摘のような、その全体構想や計画につきましては、非常に歯がゆいというか、おもば

ゆい部分もあるんですけれども、試験栽培によりまして品種のめどがつくことが第一かなと、そ

して生産物の出口の目安がつくこと、これは連携するワイナリーさんの左右するところが大きい

わけですけれども、そうしたことが整うころ、これに合わせて企画をしていくことになると考え

ております。 

 以上でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）概要については、先ほど私の説明したのが間違いじゃないということで理解いたし

ました。 

 私は、以前に一般質問の中で、たてしな屋ができるときに、ポートフォリオという戦略がある

わけですけれども、そのお話をしたことがあるかと、ご記憶かどうかわかりませんけれども、立

科町の農業全体を、ブランドというものを考えたときに、これをポートフォリオに当てはめます

と、そのポートフォリオの中には金のなる木とか問題児とか、そういうのがあるわけですけれど

も、果樹に関してだけ言えば、金のなる木はリンゴであろうと。あまり投資もしなくてもいっぱ

い利益がもうかります。 

 今回のブドウ栽培というのは、多分問題児だろうと、今後お金をたくさん投資しないと、なか

なか利益が出ない。ただし、成長性はあるかもしれないというところに位置づけられていると。

その間に、要は金のなる木をうまく育てながら、金のなる木で稼ぎながら、ブランドというもの

を、金のなる木で立科町をどんどん売ることによって、その間にブドウ栽培というものを、問題

児を、今度は花形商品に変えていくという作業が、これが農業の発展のために必要なことであろ

うというふうに思うわけです。 

 ブドウ栽培に、今はいろんなことが集中されております。その中で、先ほどの町長からのお話

ですと、リンゴ農家の離農、伐採等々が発生していると。では、これまで、このリンゴ栽培に対

して、例えば腐乱病だとか、そういうものに対する補助金とか、そういうものはされています。 

 だけど、立科のリンゴというものを立科町の顔として売ろうというために、立科町の果樹栽培

農家に対して、後継者がどうなっているかとかどういう形で今後推移するかということの調査も

されてない、その中でどういう点を今までリンゴ生産農家に対してしてきたのかと。リンゴ生産

農家に、何らのそういう手当てをしてないがゆえに、自然のままの流れの中で、後継者不足、伐
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採、荒廃地化という流れになってしまっているんじゃないかなと。 

 金のなる木は金のなる木のときに、先ほど申しましたように、ブドウ栽培、町長の言うように、

あくまでも試験栽培と、本格的にブドウ栽培するというのは、本当の農家の方がしっかりとした

理念を持ってやらなければ、これはうまくいきっこないです。 

 ＯＥＭで、多分投資をやるとしても、なぜ今６次産業化といったら、ＯＥＭだけではもうから

ん、やはり自分、手前でワイナリーとか、そういうようなものをやって初めてもうかると、それ

が千曲川のワインバレー構想ですよね。 

 だから、そういう面では、長い目で、全体構想の中で、じゃブドウというものが本当に花形商

品になるのかと、金のなる木になるのかということを考えたときには、今あるものを大切にする

という考え方を、やはりしっかり持たなきゃいけないんじゃないかなというふうに思います。 

 だから、今まで、これからも、私は立科町の地域ブランドを売るという意味合いでは、果樹に

関していえば、リンゴをもっとしっかりと売っていく、消費させていくということへの力強い支

援、応援というものをすることによって、後継者不足のところに対しては、先ほどの若手を収納

させるとか、いろんな手だてがあるかと思うんです。そういうようなことをしっかりとして、や

って、あわせて試験栽培というもので、将来的な、中長期的なものの農業というものを考えたと

きには、新たな果樹、要は一種の多角化戦略ですよね。町としての農業の多角化戦略としてそう

いう形でいくというふうにあるべきだと思いますけれども、少し今あるものに対する施策という

ものが弱いんではないかなというふうに思っておりますけれども、この辺についてはどのように

お考えか、ご答弁願います。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）今のご質問は、リンゴの栽培、リンゴに対してもっとブランド化をさせて、販売

をしていったらどうだということですよね。 

 よく議員さんも、同じようなことは以前もおっしゃっておられたのを記憶しているんですけれ

ども、よくリンゴのことを、もう少し研究されてもよろしいと、私は思っております。 

 リンゴ栽培については、もうほとんど確立されております。これも長い歴史の中でやられてお

りまして、立科町のブランドは、既に農協の時代から大変な努力を積み重ねて、確立をされたも

のがございます。当然、今のリンゴ農家の流れは、農協に出荷するものもあるでしょうし、その

間、個人で個人のブランドとして、いろいろな方々に、贈答用といいますか、発送をしながら生

計を大きくしてきている、こういう既に個人ブランドも確立している部分も、実はあるんです。 

 そこの中で、今リンゴ栽培の皆さんに欠けているものは何か。立科町のリンゴは、大変市場価

格がいいです。これは、ブランドも確立されていますし、品質も栽培方法も、すべて確立されて

いるわけですから、まさにブランドでよろしいんですね。 

 ここで、今たてしな屋のお話も出ましたから、やらなきゃいけない仕事は何か、おわかりでし

ょうか。これは、生食用では確立されているんです。しかし、これから未知数は、その青果用か

ら格下のものなんです。それを底上げすることが、６次産業の大いなる価値なんです。それをせ

ずにして、リンゴ農家の皆さんの確立、農業所得の向上はないだろうと。 
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 もう既に、リンゴ農家の皆さんはやっている方もいらっしゃるんです。リンゴのワインですと

か、そういったことで加工をして販売している方もいらっしゃるんです。それはそれとして、個

人でやっていますから、またはグループでやっていますから、大々的にはできていません。それ

でも、まだまだ格下のものが多いんです。生産量の半分とも言われています。 

 その中で、この６次産業を目指すというのは、リンゴの場合については、もう加工以外はない

ですよね。ジュースもしかり、ジャムもしかり、ワインもしかり、いろんなものをされています

けれども、このことをもっとやらなきゃいけないというのが、農業施策の大きな果樹に対する流

れです。何も今、確立されている贈答用に対して、こうしたらどうだ、ああしたらどうだという

よりも、むしろ個々の皆さんのほうが十分な対応をとられて、固定したお客さんはしっかり持っ

てらっしゃる、それはそれでよろしいと思うんです。 

 今後は、その加工をいかに町のブランドとして持っていくか、町が多くの商品として売り出さ

せるかというのをこのたてしな屋は担っていくという考えで、今は開発を始めております。そう

いう意味でご理解をしていただくこと。 

 そして、リンゴの場合は確立をされているんだというお話をさせてもらった上に、次の、長い

時間をかけなければなりませんけれども、省力的な農産物は何かないかと。正直言って、ブドウ

でなくたってよろしいんです。ブドウでなくたって、農業所得が向上すれば、農政が成り立つわ

けです。全然問題はないんです。 

 でも、今、見込みのあるといいますか、有望性のあるのはワインであろうと。しかも、ワイン

といいますか、ブドウに対しても、青果、生で食べるものについては非常に厳しいですよ。これ

は、もうブドウの房の数まできちんと定められているんです。そういうところまでやると、リン

ゴよりもむしろ大変なことになるんです。 

 ですから、町がこれから奨励をするものを定めていこうとすれば、やはり加工的な要素の強い

もの、また販売する能力の力の強いところとタックを組めるかどうかというところに行き着くの

かなと、そんな中でブドウの試験栽培ということを提案させてもらっております。 

 今後は、これがどういうふうな形で推移していくかというのはこれからの問題ですけれども、

あくまでも無責任な奨励はできません。ある程度確立の自信の持てるものを奨励していかなきゃ

なりませんので、少々時間的にはいただかなきゃなりませんけれども、それでも無理だという答

えも出てくる可能性もあるわけです。そうした意味で、ワインの取り組みについては、非常に未

知数な部分もありますけれども、今後、立科の農業の方向性を見るためには、今必要だなという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）私の質問と全然かけ離れたご回答でございましたけれども、私は今、町長が言われ

たことについては、十分よく理解をした上で、６次の産業化とか、そういうものについてはわ

かりました。 

 なぜ私が先ほど申し上げましたポートフォリオ、問題児、金のなる木、花形商品ということを

言ったかといいますと、町長みずからがリンゴは離農して荒廃地化している、なくなってきてい



 41

ると。全体的には、リンゴというものは、立科町のリンゴ全体は縮小傾向にあると、金のなる木

から問題児になる可能性もあるということなんですよ。だから、金のなる木というものを維持し

ていくという施策というものが欠けているんじゃないですかと、私は指摘したわけです。 

 当然、立科で６次産業化とか、そういうようなものについてはやっていくと、これは私も町長

の言われるとおりだと思います。すりおろしリンゴだってあるわけですから。 

 私が言っているのは、ブドウ栽培というのは中長期的にかかる内容で、その間に立科町という

ブランドというものを維持し、発展をさせていく１つの材料としてリンゴというものがあるだろ

うと。そのリンゴというものが、農家が少なくなってくれば生産量も落ち、ブランドもどんどん

落ちてくる。消費量、販売量が少なければ、ブランドは落ちてきますよね。そういうことがない

ように、問題児にならないように、やはりリンゴに関してももう少ししっかり力を入れながら、

個々の生産農家がやっておられるのは十分わかっておりますが、町としても。ただ腐乱病の対策

だけではなくて、就農支援だとか、いろんな面での、農地何とかプランというような形での新し

い就農者だとか、よそからの就農者を、リンゴというものに対して取り組んでもらいたいなとい

うようなところの施策を、やはりこれがやっていかないと、私はいつの間にか問題児になってし

まうんじゃないかということでの警鐘で、先ほどお話を申したわけであります。 

 もう時間あと１分ですので、そういう意味ですので、町長の言われるのは、もう重々、私はブ

ドウ栽培を否定しているわけではありません。当然、これから農業というものの多角化の中で、

将来を見越して市場性のあるものをやっていくと、それに対してチャレンジしていくということ

については、私は何の否定もしません。大変いいことだと思っております。 

 ただ、その間に、立科町の農業、あと10年間、リンゴがなくなったら終わりなんです。なく

なるということはないと思いますが、だけど立科町のブランドが低下しているということは、今

度そこで新たにブドウをつくっても、ああ、あのリンゴの、ブドウの立科のいい果樹かなという

意識が、そこにブドウにも入ってくるわけですよ。だから、立科町地域ブランドというものをず

っと維持をしていくという意味合いで、先ほど申し上げているわけです。ご理解いただけました

か。 

議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）何となく話を聞いていると、リンゴをおろそかにしているように聞こえますけれ

ども、そんなことは全くございません。 

 問題の指摘の中で、結局農業も事業ですから、事業の象徴というのは、所得が安定すること、

当然その後ろについてくるのは後継者の問題もあります。やはり、所得の向上を目指さないと、

後継者も育たないんです。そういうことで突き詰めていくと、最終的には所得向上をどういうふ

うにやっていくかということ、それが先ほど少しご理解をいただけなかったようですけれども、

格下のリンゴを高く売ることが一番の農業所得の向上です。そのことがリンゴの農家の皆さんに

一番役に立つんだという考えのもとでございます。 

 今の生食用が、仮に、今どのくらいでしょう、10kg 当たり 5,000 円とも 6,000 円とも 7,000

円とも言われますけれども、それ以上のものというのは、なかなか価格をつけにくいですよ。そ
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うなると、今ジュース加工で、いろんなメーカーさんのほうに出すときは、１kg 当たり何十円

の世界です。これを、200円、300円の価格にして加工して出すべきだと、こういうふうに思い

ませんでしょうか。そのことがリンゴの農家の皆さんの、今100町歩と言われていますけれども、

100町歩を維持していくもとになると、私は信じております。 

議長（滝沢寿美雄君）11 番、橋本昭君。 

11 番（橋本 昭君）誤解してもらっては困るんですけれども、私はその６次産業化で農業所得向上、リ

ンゴに関してというのは当然だと思っているわけです。だけど、生産農家がなくなっていった

ら終わりですよね。 

 それで、格下のリンゴでも、立科ブランドで、立科のリンゴの消費である、６次産業化された

商品であるという形での売り出し、当然考えますよね。立科のリンゴだから、６次産業化された

商品も生きてくるんです。ブランドがあるからです。 

 だけど、生産農家がもうからないから、もうかるために６次産業化するわけですから、両方、

やはり生産農家もしっかりと支えながら、生産量を増やしていただくという施策をしながらやっ

ていかなかったら、ブランドというのは維持できないんだろうかということで、私がお話しして

いるだけで、町長が言われているのは、６次産業化でそういうものをやるということについては、

何の否定もしてないし、理解をしています。当然、それが農業所得の向上につながるということ

も理解しています。だけども、町長みずからが荒廃地化している、離農しているというお話をさ

れる場合に、それに対する手を打っているんですかということを、私は言っているわけです。 

 これで、もう時間もありませんので、その中で問答しても仕方ありませんので、いずれにして

も私の質問は町を元気にさせる３点の質問だったんですが、一般質問の内容をよく担当課長、係

長までお伝えいただきながら、今後の政策に反映させていただければなというふうに思います。

これで私の質問を終わります。 

議長（滝沢寿美雄君）これで、11番、橋本昭君の一般質問を終わります。 

 次に、７番、山浦妙子君の発言を許します。 

 件名は １．子供たちの命を慈しみ、人間として大切にする学校・地域社会をつくるために 

       さらなる支援強化を 

 質問席から願います。 

 

〈７番 山浦 妙子君 登壇〉 

７番（山浦妙子君）７番、山浦妙子です。 

 滋賀県大津市の中学生のいじめ自殺事件を初め、毎日のようにいじめ問題が報じられています。

子供がみずからの命を断つまでに追い詰められるいじめ問題も含め、不登校解決も念頭に、私は

今回、子供たちの命を慈しみ、人間として大切にする学校や地域、社会をつくるために、さらな

る町の支援強化をという質問をいたします。 

 内容につきましては、まず初めに、子供の参加や父母、教職員の地域の連携・協働による学校

づくりについて、次に一人ひとりの子供に目が行き届く教育条件の改善、整備はどのようにする
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か、３つ目として、特別支援教育の推進計画と、仮称立科発の特別支援教育を考える会を提案さ

せていただき、最後にみんながともに生きる豊かな地域を目指して手を結ぶための立科プレジョ

ブをという４つの点についてお伺いいたします。 

 それでは、まず初めに、学校づくりについてであります。 

 県の教育委員会が、去年11月から今年１月にかけて行いました公立の小・中学校の先生、3,007

人と保護者１万976人を対象にした意識調査と勤務実態調査によりますと、学校と保護者の意識

に大変差があるという結果が出ています。今ほど学校づくりが大事なときはないと思います。県

の教育委員会でも、学校や子供を取り巻くあらゆる場所で、学校の先生方と保護者、そして地域

の皆さんとの連携を口にしておりますが、お互いの意識に大きな差があるというところでは、連

携も大変難しいのではないかと考えております。 

 ある学校の先生はこうおっしゃいました。私たち教師は通り過ぎていくものなのです、子供や

学校に最後まで責任を持つのは地域なのですから、子供は地域の宝物なんですから、地域の人が

本気になって育ち直し、学び直し、出会い直しを学校という場所でつくってほしいのです。 

 そこで、教育長にお尋ねいたします。 

 教育委員会が主体性と責任を持って、開かれた学校づくりに、今までどうかかわられてこられ

たのか、またこれからどのような形でお母さんやお父さんを含めた人を含め、また地域の人たち

に学校づくりをどう呼びかけていくのかをお尋ねいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長、登壇の上、願います。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 いじめによる子供の自殺事件に端を発しまして、多くのいじめの問題が表面化をしております。

大変憂慮される事態であるというふうに考えております。そして、またこのことは、本当に社会

に大きな衝撃を与えております。 

 さて、現在、小・中学校では開かれた学校づくりを進めるために、教職員、学校、そして保護

者、地域がともに健全な児童の育成を図ることを重点目標の１つとし、学校運営の基本方針に、

家庭、地域との連携による学校づくり、これを掲げまして、学校運営を進めているところでござ

います。 

 こうした目標を達成するためには、町全体で子供を育てる、守っていくということが大変重要

であります。児童・生徒が通う学校のほかに、地域全体でこうした意識を高めていくということ

が必要になってくるかなというふうに考えます。そのために、現在学校におきましては、ＰＴＡ

の皆さんに協力を呼びかけるとともに、学校だより等を利用しながら、そういったことを保護者

のほうに広めて、関心を深めていただくように努めているところでございます。 

 また、教育委員会におきましても、青少年問題協議会、こういった中におきまして、警察であ

りますとか民生児童委員会等、関係機関の皆さんと連携を深めるとともに、青少年健全育成推進

センターでは、各地区の育成部の皆さんにご協力をいただきまして、あいさつ運動や、あるいは

また夏休みのパトロールをお願いする、こういったようなことをしまして、青少年の健全育成に

努めているところでございます。 
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 こういったような活動を通じまして、地域とのつながり、これらを深めていき、また連携がで

きていけばいいなというふうに考えているところでございます。今後もこうした活動を通しまし

て、地域ぐるみで子供を守り育てていく、こういった意識の醸成に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

 また、広報紙等も活用しながら、住民の皆様にも幅広く訴えてまいりたいというふうに考えて

いるところであります。 

 以上です。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）地域ぐるみで子供たちを健やかに育てる取り組みをということで、ただいま教育長

のほうから答弁をいただきました。今後もその方向で進んでいただきたいとは思いますけれども、

文部科学省は、５日に、いじめ問題で学校や児童・生徒を支援する専門家の組織を全国の 200

の地域に設置することを柱とする、総合的ないじめ対策を発表いたしました。今まで学校に任せ

てきたいじめ問題を、国が主体的にかかわって、子供の命にかかわる深刻な、この問題に歯どめ

をかけようというものであります。 

 また、私たちの長野県では、県と県教委が８月に、子供たちと県民に向けて、いじめを見逃さ

ない長野県を目指す共同のメッセージを発表しています。 

 ところで、立科町の小・中学校のいじめに対する実態はどうなのでしょうか、本当の姿をお聞

きしたいと思います。 

 この間、連日、子供たちのいじめに関する記事や情報が私たちの耳に入らない日はありません。

そういう状況の中で、教育委員会や学校ではどういう取り組みをされておいでなのかをお聞きい

たします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 いじめはあるかということでございますが、大なり小なり、いじめがあることは事実でありま

す。ただ、今話題に上がっているような事象には至っていないというのが現状でございます。し

かし、そうかといっても、小さなことであれ、いじめがあるということは大変心配なことでござ

いますので、これはなくなるように努力はしてまいりたいと思います。 

 また、今までも、教職員、それから保護者の方にも理解をいただくようにはしてはまいってい

るわけですけれども、さらにそれを進めていければなというふうに思っております。 

 また、こういったいじめ等の把握についても、定期的にも行っております。ここにきて、また

新たにそういったことも実施を考えているところでございます。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）深刻な事象には至ってないいじめというのはあるという認識のもとに、教育長は立

っておいででありますけれども、私は、お母さんや子供たちからいじめられているけれどどうし

たらいいんだろうというような相談も受ける中で、学校の先生方とも本当に話をさせていただく

機会を、ここ何回か持たせていただいておりますけれども、本当に心の痛むところであります。 
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 午前中の同僚議員の質問の中に、立科町のいじめ、ちょっと正確ではないかなと思うんですけ

れども、立科町のいじめ・不登校対策委員会というものがあるというお話でしたけれども、私の

勉強不足も手伝って、そんな委員会があったのかということで、ちょっと私もこれから勉強もし

なくちゃいけないなとは思っているんですが、そういうものについて、お父さんやお母さん、父

兄の皆さんは、多分知らないだろうと思います。 

 いじめ、不登校に対しての子供たちも、それぞれ電話などを通じて、子供いじめ110番なども、

民間の皆さんのお力を借りながらやっているところもありますけれども、立科町の中にもそうい

う委員会があるということも、これから住民の皆さんに知らせていただきたいと思います。気楽

に相談ができる、そういうものであってほしいなと思っています。 

 この立科町のいじめ・不登校対策の委員会、どんな構成になっているのでしょうか、お尋ねい

たします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 これは、正式には、立科町いじめ非行対策本部設置要綱というものでございます。 

 この目的は、児童・生徒にかかわって、いじめあるいは非行、事故、事件、こういったものが、

いわゆるないように、なくなるように相談、あるいはまた事前の指導をすると、こういったこと

が目的で設置をされているものでございます。 

 現在のところ、先ほども言いましたように、ここまでの相談に至っているという事象はないん

ですけれども、窓口としましては、今教育相談を設置をしておりますし、学校の中でもそれぞれ

窓口も設けてありますので、そちらのほうで相談を受けられているというのが現状でございます。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）私たち議会の社会文教委員会では、長年の要望でありました教育委員さんとの懇談

を、去る６月 21 日に持つことができました。限られた、大変短い時間の中ではありましたけ

れども、よい有意義なものであったと、私は思っております。 

 その中で、複数の委員さんの発言から、１つ感じたことがございます。事務局側からの学校の

情報提供が少ないのではないかということであります。教育委員の皆さんに、事務側から学校現

場の様子を正確に報告する姿勢が、もっとあってほしいと思いました。 

 また、学校の先生やお母さんやお父さんたちが集まって、子供のことや学校のことについて話

し合う教育懇談会の場所でも、先生から、私たちはいじめの問題や不登校の問題も含めて、学校

のマイナスのことについてはあまり発言したり発信してこなかったのではないかと思う、しにく

いシステムがある、マイナスのことを隠さないという取り組みが大事に思う、それを聞いていた

あるお母さんから、またこんな言葉が出たんですね。また、今、学校の先生方が一生懸命にやっ

てくださっている大変さも、私たちは知りたい、本当の学校の姿も知りたいんです、その話し合

いを通じて、私たち親や地域の者が学校に何をしていかなければならないか、わかると思うし、

学校は地域に何をするのか、お互いが本気になって行動できるのではないでしょうか。 

 教育長にお尋ねいたします。 
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 地域に開かれた学校づくりという見方から、今私が申し上げました本当の学校の姿を地域に発

信していく、このお考えはどうでしょうか、お尋ねいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 情報提供は積極的に行っていきたいなというふうに思っておりますし、また積極的に情報提供

を行うことによりまして、保護者、あるいはまた地域の皆さんと情報を共有しながら、お互いに

協力していける、こういった形が構築できてくるのかなというふうに思っておりますので、そん

な前向きなふうに考えていきたいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）それでは、次の質問に移ります。 

 一人ひとりの子供に目が行き届く教育条件の改善・整備について、お尋ねいたします。 

 現場は、厳しくて余裕がない、ゆとりが欲しい、悲鳴を上げながらも、学校の先生方は子供の

命と人権を守ることを何よりも大切にする取り組みを、毎日してくださっております。仕事上の

責任の重さやデスクワークなど、夜中まで仕事をしている、このような状態で繊細な子供の気持

ちやＳＯＳのシグナルをキャッチできるのか、先生たちが人間らしい感性を取り戻すためにも、

教育現場で働く先生方のゆとり、保障の取り組みは喫緊の課題であるのではないでしょうか。教

育行政の最高責任者として、この部分についてどうお考えになっていらっしゃるのでしょうか。

その改善に向かって、今後どう取り組まれるのかをお尋ねいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 先生方は多忙だというような、多忙感があるということは言われているようでございますけれ

ども、それも業務の中でございますので、厳選をしながら、ぜひ子供たちと向き合う時間の確保

をみずからしていただくという努力もぜひお願いをしたいなというふうに思っておりますし、そ

れにかかわって、教育委員会側でできることがあれば、当然支援をしてまいりたいというふうに

思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）ただいま、教育長は、さらに学校の先生方に、今の現状の中で努力をしてほしいと

いう、大変酷な意味合いの発言をされまして、私は学校の先生方に本当に申しわけないなと思う

ところであります。人間的でない働き方が当たり前であることを恒常化させてはならないと思い

ます。より健康的で文化的な職場にする努力は必要ではないでしょうか。特に、生身の子供たち

とかかわっていただく学校現場、学校の先生方はその筆頭に当たるのではないかと、私は考えて

います。そういう部分では、本当に先生方の現場の大変さにもっと真摯な姿で向き合っていただ

きたいと思います。 

 東京の世田谷区の500人の先生方の勤務実態調査によりますと、教員の多忙化の部分で、残業

は過労死ラインの月80時間を超える83時間20分、中学校では100時間を超えているといいま

す。また、研修や報告書の作成などで忙しく、ほとんど代休もとれないと記述されております。 
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 ６月 21日に飯山の中学・高校の先生方に来ていただいて、中・高交流の学力向上授業につい

て、議会研修をさせていただいた折にも、飯山北高の校長先生が、この授業のために、夜11時

まで学校に残って準備をされていらっしゃる先生のお話をなさいました。これが現場の実態なの

です。 

 一人ひとりの子供に目が行き届く教育条件の改善、担任が動きやすい状態をつくること、常に

子供たちの中に教師がいる条件整備を再度求めるものであります。答弁をお願いいたします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 山浦議員さん、誤解をされてはと思って、もう一度申し上げたいと思いますが、先ほど私が申

し上げました先生方の事務改善をしていただきたいという趣旨は、これは県教委にもお願いをし

ておりますが、今議員さんのご質問の中でもありましたように、各種の調査でありますとか報告

書、こういった事務的なものは非常に多いわけです。そういったものを厳選してやってください

よという意味で、改善してほしいということで申し上げたということでありまして、誤解のない

ようにお願いをしたいというふうに思っております。 

 それに関連しまして、先生方は時間がない、あるいは教育環境の整備はどうだということにな

ろうかと思うんですけれども、町では、もう本来の標準の先生方の配当のほかに、小学校あるい

は中学校にそれぞれ支援員を単独で町費で配置をしております。この分は、ほかと比べますと、

先生方にはゆとりができているんじゃないかなというふうに、私は考えております。 

 多忙感はどこの職場も同じかなと思いますけれども、児童・生徒、本当に多感な年齢の子供で

ございますので、より先生方が子供たちにかかわっていただく時間を確保していただきたいとい

う思いは全く同じでございます。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）今の教育長の答弁の中に、一番最初の部分ですけれども、いろいろな調査や報告書

は厳選して選んでつくるというか、提出するというようなことですが、それは現場の先生方、あ

るいは校長先生の段階で選べるものなんでしょうか。それは、ちょっとこの後の答弁の中の一番

トップでお答えいただければと思います。 

 続いて、３つ目の質問に移ります。 

 立科発、仮称特別支援教育を考える会、特別支援教育の推進計画についてであります。 

 初めに、障害のない子も障害を抱えた子も、多様性を認め合って、だれもが一緒に立科町の中

で育ち合うインクルーシブ教育について、教育長の理念をお聞かせください。 

 また、今、特別支援教育の場で学ぶ子供たちが増えていることをどう見ているのかをお聞きし

たいと思います。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）それでは、お答えするのに、最初の部分ですけれども、これは町の教育委員会に

提出する部分については、そういう指導もしています。ただ、県教委が直接学校へ要請をしてい

る分については、私どものほうで介入できる部分ではありませんので、それはそのようにご承知
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をお願いをしたいと思います。 

 それから、ただいま出てきましたインクルーシブ、できるだけ地域でということかと思うんで

すけれども、これにつきましては、特別支援学級、学校といいますか、そういった障害をお持ち

のお子さんの将来に向かっての最適な就学先、これは将来を見据えて、見据えた中での就学先を

決定していくというか、相談をさせてもらっていくということが優先かなと思っています。した

がいまして、理想的な部分でこうあってほしいなというだけでは、現実はなかなか伴ってこない

というふうに思いますので、その子の実態に合った中での就学が適切だろうというふうに、私は

考えております。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）今、最後の中で、特別支援教育の場で学ぶ子供たちが増えているということについ

てどうお考えかの部分、まだ答えていただいてありませんので、また次のときにお願いしたい

と思います。 

 子供の条件に合った教育を願うお母さんたちの期待に沿った結果が、特別支援を必要とする子

供たちの増加につながったり、それから社会の歪みがあるんではないかと、私は考えています。 

 全国一斉学力テスト体制の行き過ぎた競争で、子供たちを追い立てる教育改革は、丁寧な支援

を必要とする子供たちに、あまり手をかけられない状態を恒常化させて、結果として、そういう

子供たちが通常の学級にいづらくなる状態をつくってきたことも一因になっているように考え

ます。 

 私がおととし実施した子供の貧困アンケートにも出てきましたけれども、貧困の広がりなどに

よって、精神的に大変不安定な子供たちが増えていることも背景にあります。 

 貧困は、自己責任ではありません。社会資源が結集して、困難な人たちを地域で支えることが

本当に大切であります。こうした子供たちを支えることこそ、政治と社会の責任であると、私は

考えています。 

 そこで、町長にお尋ねいたします。 

 経済格差が学力の格差につながり、子供の貧困につながる、この連鎖を断ち切るための具体的

な取り組みはお考えいただけないでしょうか。町長、お考えの立科教育なるものの中に、学力向

上の取り組みとともに、未来への投資につながる子供たちを健やかに育てる、思い切った施策を

検討いただきたいと思いますが、お聞かせください。 

議長（滝沢寿美雄君）先に、塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 支援学級あるいは支援学校に該当する児童・生徒が増えているということなんですけれども、

これは、正直なところ、理由はわかっておりませんけれども、増加しているということも事実で

あります。これはちょっと心配かなというふうに思ってはおりますが、ただ立科町だけが、現状

の中では多いというのではなく、平均的な数字かなとは思っていますけれども、ただできるだけ

少ないほうがいいなということは言えると思います。 

 以上です。 
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議長（滝沢寿美雄君）小宮山町長。 

町長（小宮山和幸君）今、お話の中に、所得格差ですか、経済格差と教育格差のことを比較されてお話

しされております。これはよく分けて考えていただきたいと思うんですけれども、経済格差とい

うのは、それぞれの生活なり経済活動をしていく中で発生するものですよね。教育格差というの

は、町が子供たちに教育を施すときのことを言うんですけれども、それは格差はあってはならな

いという考え方です。それは、もう福祉と全く同じなんですけれども、公平であり平等でありと

いうのが教育の原点でございますので、そのことについて、町として経済格差があるから、それ

を教育の現場では格差が引きずらないようにという考え方は、もう最初からの教育に対する考え

方です。 

 それから、立科教育に結びつけてお話しされております。私自身は、今年の春から、立科教育

という大きな目標といいますか、夢のようなものを語らせていただいて、その実践をしていただ

きたいということで、いろんなところにお願いをしております。 

 そうかと申しましても、教育現場に私がこれをしてくださいあれをしなさいという、そういう

指示はなかなかしにくいものなんです。ですから、私は大きな流れの中で、生きる力ということ

を表現させていただいた。その中には、当然学力の向上もあるでしょうし、体力もあるし、それ

からしつけだとか道徳だとか倫理だとか、そういったものも当然あって、初めて生きる力という

ふうになるんだろうというふうに思っています。 

 その私の思いを教育委員会の皆さん方にもお話しさせていただいて、その実現に向けましては、

教育委員会の皆様がいろんな学校の先生方とも話し合いながら、こういうものが立科教育にふさ

わしい、こういうものが大切だ、いいぞというものをつくり上げていただくということに、今し

ております。今、その話し合いがなされておりますので、そういったものの中では、教育格差と

いう問題だって当然あるわけですけれども、町内の中には教育格差は発生しない努力は、当然の

ことながらやっていると思います。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）経済格差と子供の教育格差は分けて考えなくちゃいけないという町長のただいまの

答弁でございましたけれども、お父さんやお母さんたちが死に物狂いで働いても、なかなか今の

大変な生活の中から抜け出せられない、そういう生活の大変さの中で、子供たちに細かい配慮が

できないとしたら、これはその経済格差の中でも、行政が手厚い支援をして、子供たちに安心を

与えるような手当て、手立てをしていくのが行政の責任ではないかと、私は考えています。です

から、親の貧困問題が次の子供の貧困問題に続いてでき、安心の中で学ぶこと、それから自分の

居場所もないような子供たちをどう私たち大人が助けていくかという点では、細かい配慮をして

いく必要があるように、私は考えています。 

 きのうの同僚議員の質問の中にもございましたけれども、実質公債費比率が9.9という数字の

23 年度の事業の結果でございますが、くれぐれも不名誉の黒字にならぬように、名誉の赤字の

覚悟で行政運営にかかわっていただくように、私は望みたいと思います。 

 次に、再度教育長にお尋ねいたします。 
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 すべての子供が輝き、ともに学び、ともに育つ学校・地域づくりの実現に向けて、仮称立科発

特別支援教育を考える会の創設呼びかけを提案させていただきます。 

 これは、親の会、保護者、学校の先生や保育士、障害者支援センター、教育委員会、福祉課の

皆さんが１つの輪になって、インクルーシブの理念のもとに、立科の子供たちに、今何が一番必

要かを考えるものであります。ぜひとも、特別支援教育の計画の中で、計画を立てる中でお考え

いただくように求めたいと思いますが、教育長の所見をお聞かせください。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 特別支援教育につきましては、先ほども申し上げましたように、その子供さんの将来を見据え

た中で、やはり最適な進路を決めていくといいますか、決定していくということが一番かなと思

っております。 

 そういった点では、現在、町の中では、保育園から高校まで、保育士、それから小・中・高校

の先生、それから保健師、あるいは巡回指導員、教育委員会の事務局も含めて、そういった中で

コーディネーター会議というものを設置しておりますし、また町には就学指導委員会という専門

的な委員会も設けてございます。そういった中で、十分子供たちの今後について検討をしており

ますので、今ご提案をいただいたような部分につきましては、なかなかデリケートな問題でもご

ざいますので、これはこちらのほうからそれを検討するというよりは、むしろ保護者の意向を十

分尊重したほうがいいだろうなというふうに、私としては考えております。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）ただいまの教育長の答弁では、特別支援教育を考える会については、頭の中には浮

いてこないというような答弁でしたけれども、今行政、教育委員会を中心とした子供たちのこと

について話し合う会議の中には、１つのテーブルに親が入っていないなということを、私は感じ

ました。ぜひ、父兄の皆さんもそこに加えていただいて、同じテーブルの中で、顔を見ながら、

子供を中心として話し合いをしていただく方向もぜひ考えていただきたいと思います。 

 私は、障害を持つ子供さんと頑張ってこられましたお母さんから、こんな言葉をお聞きしたこ

とがあります。それを聞いたとき、大変心が痛みました。13年間、この子とともに生きてきて、

地域で受け入れてもらえるか、とても不安は持っている、けれどももう恥ずかしいと思わないこ

とにした、わかってもらえないことが絶対的に多いから、細かいことについては掘り下げて話さ

ないことにしている、子供と親が今何に困っているのかを発信できるきっかけづくりが欲しい。

ひとりぼっちのお母さんをなくす取り組み、きっかけづくりに、教育委員会は、ほんの少しでい

いんです、ぜひとも力を貸してやってほしいと思います。 

 次の提案に移ります。 

 教育長にお尋ねいたします。 

 障害に対する正しい理解と社会的に孤立しやすい現状もあり、すべての子供たちの育ちを切れ

目なく見守る地域の支援体制を整備し、社会的自立を一層支援する必要があるのではないでしょ

うか。発達障害児や障害者への理解の推進として、発達障害サポートマネージャーや地域で見守



 51

りをするサポーター、それから家族の相談相手になる経験者のペアレントメンターなどの啓発に

当たる人材育成のための講座や研修などを、福祉課とともに、さらに連携して行っていただくよ

うに望むものですが、いかがでしょうか。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えをいたします。 

 特別支援教育といいますか、障害を持ったお子さん等のことにつきましては、先ほど町長が申

し上げましたように、立科教育の中でもこれは大きな柱として位置づけております。 

 中でも、議員さんがおっしゃいますように、その子供さんをお持ちの方、あるいはその子供さ

んの理解、こういった点がなかなか今までは欠けているという部分があろうかと思います。そう

いった点で、ぜひ住民の皆様にもご理解をいただくような啓発は進めていきたいなというふうに

考えておりますし、また連携できる部分につきましては、積極的に考えていきたいというふうに

思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）地域の皆さんに理解をしていただくための取り組み、積極的に進めていきたいとい

う塩沢教育長の答弁ですけれども、私が今提案させていただいた、今町民課では健康サポーター

講座というのを、講座を年に何回か、連続講座で開いておりまして、私もこのところ、２年ほど

参加させていただいているわけですけれども、これは認知症の皆さんを地域でどうサポートし、

支援していくかという取り組みで、認知症に対する正しい理解を深め、その中でその人たちを地

域でサポートしようと、していこうということで、認知症に対する正しい理解があれば、トラブ

ルも少なく、認知症の皆さんが住みなれた地域で生き生きと過ごしていかれるという、そういう

目的を持った健康サポーター講座です。 

 私は、これと同じようなものとして、地域の皆さんに理解していただく１つの手立て、方法と

して、今申し上げた発達障害のサポートマネージャーだとか、それからペアレントメンターなど

の人材育成のためということで、積極的な取り組みを再度求めたいと思います。 

 最後の質問になります。 

 先ほど教育長がおっしゃいました地域での理解を深めていき、またその中でその活動を広げて

いく取り組みということで、立科ぷれジョブについてお聞きいたします。 

 ぷれジョブとは、障害を持った子供たちが週に一度、１時間ジョブサポーターと一緒に、地域

の企業などで職場体験をする市民活動であります。子供のときから地域とのかかわりを持って、

将来にわたって地域で普通に暮らしていく人のつながりをつくる活動です。県内では、おととし

須坂市が始めました。ぜひ、立科でも始まってほしいと思っています。 

 また、ぷれジョブイン佐久連絡協議会が結成されまして、小諸市の北大井地区、それから佐久

市ではぷれジョブ浅間、ぷれジョブ野沢の２つの地域で活動が始まっています。また、軽井沢地

区でも、今準備中だということであります。 

 私たちの立科町に必要なのは、当事者たちの本気の話し合いや取り組みを一緒に考えていただ

ける行政の姿、姿勢が、今本当に必要だと思っています。そういった意味合いからも、お母さん
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たちがやりたいと願っているこのぷれジョブの取り組みを１つの契機として、ご一緒に考えてい

ただければうれしいものであります。 

 そこで、これからぷれジョブをスタートさせる場合に、学校教育はどのようにかかわっていた

だけるのでしょうか。障害を抱えた子供を中心に、さまざまな分野の人たちの協議の場がこれか

ら必要になってくるかと思いますが、どのようなことが可能なのかをお伺いします。 

議長（滝沢寿美雄君）塩沢教育長。 

教育長（塩沢勝巳君）お答えいたします。 

 先ほどの件ですけれども、研究はさせてもらいたいなというふうに思っています。 

 それから、今ご質問いただいたぷれジョブの件なんですけれども、議員さんが今言ったように、

あちこちで始まったというようなことで、まだ一般的に普及しているというようなわけではあり

ませんので、実際の内容を私どもも詳しく承知をしているわけではございませんが、言ってみれ

ば、障害を持っているお子さんが地元の企業等の協力を得ながら、働く体験を通して、また地域

に溶け込み、当たり前のように暮らしていけるような、こんな地域社会を目指すものかなという

ふうに思っています。 

 立科教育の中でも、地域連携、事業者連携、こういったことによって、児童・生徒の育成とい

うことも掲げておりますので、これは大変有意義なことかなというふうには考えますけれども、

ただこうした事業を実際に進めるということになりますと、企業の皆さんでありますとか、ある

いはまた多くのボランティア、こういった皆さんのご協力をいただかなければいけませんし、ま

たある程度そういったことに知識や熱意をお持ちの方がおらないと、なかなかこの事業も成功し

ないのかなというふうに思っています。そんなことでは、これから、先ほどの学校のかかわりも

含めて、研究はしてまいりたいなというふうに思っております。 

議長（滝沢寿美雄君）７番、山浦妙子君。 

７番（山浦妙子君）ぷれジョブも、これから教育委員会でも、先進地のことなども含めて研究、調査し

ていくというお答えをいただきましたけれども、本当にまだお母さんたち、どういう手順でやっ

たらいいかということもわからない中で、手探りでいます。そういう中で、これから準備の段階

に入るわけですけれども、教育委員会、それから関係機関の皆さんが、例えば呼びかけがありま

したら、積極的な参加をいただきたいと思います。 

 また、取り組みをしていく中で、専門知識を持った方の講師の派遣などの部分についてはご援

助いただければ、お母さんたちもひとりぼっちじゃないということで、やりやすいんではないか

と思いますので、前向きな参加をいただきたいと思っております。 

 障害のある子供たちが地域の皆さんのたくさんの支援の中で自信をつけ、力をつけられるきっ

かけづくりになると考えています。また、受け入れていただく企業や地域の方々の障害に対する

理解も深まり、思いも強まるのではないかと思います。 

 既に行われているところを、実際にこれから学んでいくという形の中で準備がされ、１つの制

度をつくり上げていくために、いろんな分野の人たちが知恵を出し合って、こういう取り組みも

ぜひつくり上げていきたいと思います。私も一生懸命に協力をしていきたいと思っています。 
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 これで私の質問を終わります。 

議長（滝沢寿美雄君）これで、７番、山浦妙子君の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は、全部終了しました。本日はこれで散会します。ご苦労さまでした。 

（午後２時52分 散会） 


